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なり，そのよL体的なぷ現として， m~ IIJ・の {I~Ii"l:ある ;t14の似令や五!M
な;jf観の形成が重悦されるようになったのである。
こうした動きを受けて，すでに全 II~J 各地でr.1~"i J;}制の形成と保令
に関わる徐々な卒業や制度の準備が行われ，成果をあけつつある。





とともに， );~都における .ìll 代以降のぷ観保全桃恕の発展についてあ
とづけし点都の新しい民側 ・まちづくりの構想、を提案するもので
ある。 また，あわせて， '1 1 1 Elや欧米の長観保全・j~:tの経過と j孔状に
ついて分析し，京都の景観 ・まちづくり総汲検討の参与-とした。
まず，第 I編第 lJRでは.地)jf，1~ "jにおいて断史的法制がどのよ
うな過程で形成され，現代に伝えられてきたかについて滋釘以蒲生
























1年代について， 1h路ぷ観整備， LJ I林{米投や公園整備，琵む#iJJ疏水と
j凪致保~. iY'J凪ij!築デザインの受作過料，毘外広告物刷市IJの始まり
て守について.点側近代のまちづくりぬ涼の発展の中で明らかにする。
第 2~";:では大 .1'. から H行和戦前期における民観保全の努力と保全制度
の舵収について論ずる。まず，大 l卜.時代において尚南i川や槻川，鴨
























いて実測調作を合めた現状調径を ~f い，そのぷ観保ノトについて提 J
している。また. I泊封，上海，鄭什|の各市についても現状以観や保













































































































2. ;jfi '1 !¥.のI¥JQと成長
¥_I iti'l¥.の:l¥JQ
itr'l_氏は鎌合時代のはじめ，紙凶社や政DJi










































































































II'f/， )J石の同人制 ì~から会dt 百万イイの太守
へ と ììíll'~ 武村の中でも拍な栄11.を遂げたが，
文砧41二 (1595)的i'>tした。
( 2) i'羽城のitJ党
さて.甜~I:_ (l秀が現(1:の 11 野市街の中心か
ら!Rへ約t1kmのi'i';J:山山山に也"交したのがif
;J!J城である 汗:þJ 山はr，~ I~'~ が'J280m，、F蝿地よ
り~t.I:'~ 約50mてfJ)はほlま、|ι らである ここは






















































































































































































































rA 函 41下(15ω 貞秀
|(仁正寺叩浦生古蹟)5.13柴山)
B.大水4年(1524) 定秀
(蒲生部志， 近江の城下町 ) i 
















































綿IÎ.]NI十 1 : 十 1 :みには大文11 ~'1 1にili'!. aI' rj '1f 
城主!!，' ls* 16 とある この心録はhrti2 '.1
(1659)に出かれたものであるからい頼性は疑
問である>1野町ぶでは桜峨年代は文1(1.I 11 ~ 
説と天文2. 311:説があるが.文f仏4年築峨
が・J~'J.i としてもそれは1:1 ~f城卜 IIIj とはj支えw
であり.X文 2. 3 '.Ioの役械がu野岐ドIUfの
起iW，であるとしている判?、町，ιが天文2. 3 





ないようであるG ただBで，ilγ1lrILιが 1 ，~J~ し
ているようγ火水3'.1 :に長紀を抑えて iìií'I : ~ぷ
を折'1"し.入水5fl:には持紀を121Jし.;;ミ i:












1J.( 1) <r， 
城内 I~J\ lII j 陥六回r.
'I'1fトムjレ，、地政ノ辻ヨリ*ハ(1'糾:京'，1;'，
1'4ハ入山ノ辺・l州市，也.
的チ此IIU ヂ地成ル故'I'ff ト .L~ ウ.
大'.)'.1)走j也以来)i々 ヨリ山 1)'.;ウHシァ京税
ニ/Jle:ル.
街l築城. 人 fll御k~ Jf~'吋1111. 九ノ内立が久
(i樋1.ケ城也.
12 
惣技1: リ JI~ サ.lí.llUi.架サ-丈.
卜.手恥ihllU， 'I':~サ・丈，人人ノ、 I-JJ 人余ト
有/レ.
FJlJ .人1:1ニ .1・宛.





























凶12 2. 人1，¥年実視IJ凶本20J . 明治9
"1' 1有大路地縮|χ1*21 ，官庁千7"1:( 1757)の に
If~ ~H'~'W 敬 lχ|本22 等がある
r 'l l~flll 城似l は|χlのJI:隅に 「蒲斗公称州
移H 之後i\!!m~現形ヲ II1IJ クトム・フ.此ド(1 ノ、&






I { ，Ir ，1)山紡J己lに同れば，惣制はjムさ 511U.
深さ l丈であり，その内側の I:!aも恥51IU，
f~~ さ l 止であったむ これが現状地形てどの辺
りであ勺たかをJ5-えてみると.まず174辺がfI
野川を援川したものであることは明らかであ


























模は ・辺約70mの lJ: )j/f~で・かなり小さなもので
ある I仁川、1]'1緒川己lには 九ノ内塀.夕、
仕掛 l二ヶ城也 とあり.また 1il '1:， íJ[~己 」 に
本能、干の変後.賢秀.l¥:忽Il父子がfrT長の家肢
をかくま ず3 て中野城に情城しているtJ~ f市施
忠兵衛()t;秀のかjへ).i!t:J¥て1しけるは， [1 
野のJ~は."，'[Jの??，i15にてJ)(， 欠Ai'. f，~に{瓜へ
ば踏破り弘く1此はんι - 1.1も II~ くタ11寄せさせ
給ひて・・本2.t1という必;Jfがあるところから









1 111"fIIIJ~似l によれば大 Iは北lu]きてヘ
設を渡り .:~ßやや低くなったJ!:{を話えて入
手門に述している しかし.実際には入Tは
阿に ífったらしく，近年の1I 1f)II ダムの 1 ・J~
の際. 1，成地の州からJt本.hlの人 fIflJ跡がはつ









本丸のJt. :r~ 2 .?I~の部分は大子道の丙が向
台になって物見合とされており.東は順にド
以敷.政所. I:hl敷が.jV，んて'械主の居館.政
l =j~守の公川に利川されている ， これらは法.





ではるn~ り "1'・の1"句家もIsf家もなくすべて i














































































ったらしいp 現(EA:i'Ytにある永福寺が，k!:r 2 






















った事がわかるa このうち~ii:村は rtlff にかH上
していた州大路!(::$少輔友却が中野域住設の
ためfiji地を;"勺た後'(市川氏から持え地とし
て tzえられた村で• N~ ヶ谷 }Iは 『 殿jl~I i で
あ勺てb.t却の以散をぶしているc巴われるc
また.怖liJtr'nのI:J也先日の文14Fに 水代先
波A!.-Fl，¥i白川j也之*(1時) ・ ・イuiti'1. LlNII 
野牧û!' ;jtjl 品村 )1・'~:~・j 也(略)水砧 2 年(155
9)・ .*35 とあり.これも村Jil:に五t村があ
った・jJ ~/J、している 。 なお. Ji;fu.にす1っても
村井には 天文ゲl~mr.I.'J J に見るような町21J
はできていなか勺たようである これについ
ては次羽でIlijilするJ 村井にはこのほか米北















2. 1 'f城ドUI[の建設と 人文 il~
Ir:1;) 
(Ij )ミえ -: 11 ~ 1J・'.1J1 

























































































































































































リ I 2 I q.野峨の現状・本丸Jヒ-*隅 現イtは涼縞神什と稲抑制1れが祭られている
18 
闘I2 1 IH'f械ドruJ Al.J;i ['xJ 申告作成 |之12 2 q.f .1-岐路I i何人路J七れよ.Ir
3. 1]野城下町の経営
天IEIO年(1582)12H本.氏郷は日野町'11に
















川 mT'/..~ 張先楽買 上者諸座諸役 J 切ィ~口J
，{iレ之官 (l
、
~ðíl軍人、ìÉ往還旅人之輩馬之付 F於 '1'1U1T 
IlJレ有留之付寄宿之1義nJν為自荷主次第
(~ 
i二LJ， IPW~III南北之海道 日切相ー留之 1





之理~之催促1少1Àイミ レ可レ{Jレ之 fll.J~H 1:以
後行依申様之体子細川上事Ij")] 'JC 占1
火事於付火有家主イミレ司νイf其科全ド!
火有依時之卵 IJレイf粍{{・J (j; 
盗符先買之{品質主イ〈ν知レ者イ"v日Jレ有 JtH
11盗於引付信以本銭可 n返事 ゲ




向!~水づ|殺 t宥荷物等 IIJ 押取事 、q
20 



























a. 1鴎]~民誘致 。1)，(5)，⑩， ω，⑬ 
b.秩序安定 (.1)，⑤， @，ゆ，(ID
C. 商業利益獲得 @， (3)，⑨ 

























































































・ ッ'~'i! ~Ií f両人民に諸職人は町々を分ちて






















































一 同時r1品. ~L妨Jl~繕件LI:之;]~ CJ) 
品役免除之・jト
























*57。また天lF16 1 1:. 氏郷か松取から会iI~~'i松
へ移った時にも1野町民の移住が勧誘されこ
こにもけ野町ができた*58 このほか，IJ.~郷の下








































3 1の文.'1-r ( : 1正午村lfrmfiI被1¥京中へ 札之
‘Jt t両大路共有文t't)が仁iE中村民から:l¥
されている この文乃は中貯の11: Ii{ ~般地 1)(




a，地ドよりIUたる行には 1{l ~ ， f也!州也郷より
米た行には3q・の1I¥J}.j比を免除する
b，むしa，を '~i~plする御朱印かドされなか勺た
J1~介には F UlJ ( 1: ，'J及び1)'fIlPI'のこと
と!41.われる)枯lこ払ってもらう









そのかわりに T行大本61の火訟はとらない ，i:/r 
IJは品位免除であるι ということである
なお例名の述宮古のうち似 OffY ，は 似
ül} . 'KY':j:時 'fo~ 大 {i見(士 火久保イ1
比守j毛'i(Jで.家Utの'iU少々 i'lNI~I や 11 ~'f' 
紺(i付I1~ 1:への社偽記fl1i状本62などに名が見える
ことからすればこの内名は、''1u.f il' i t:J也}iの品
}f ~qj'であったと山、われる
こうして新町の illfi~が始ま勺たが. 'Æ~~~ ど
榔IU身打はそのドI~ りではない






が4fiまってから14午後のJt:和6~I には仁，1 '，，'j 
村はI.IJf町と切り舵されて(: ，1'，与 :)j石の所
領となり領主dj杭民政が1ql~fJ成の涌'!;1\";
の 1 ，此!肱付近に ~'ltJ;!を榊えた このため新IJ
はほとんど市崎氏の家lEの邸地となってしま
っfこ













ι金地村 ~iti 'l~ 





余似I¥J.Im J則1 ~，万 mf行 jl'i役IJ'4免，1・1'i也












阪の~IIの頃徳)11 1.\.へ (Illi ， :I'i挺と多数を納
めているし. !.!:，)< '1 W (1627)にはfJ野に鉄
飽 rが50人以 iおり*64凶辿の職 r，も合めると
300+r余が鉄砲製作に悦わっていた柑5 ・Jj
25 














































































































これを 1初司令り E という。その後も・・定年限
ごとに '合り 'があって糸公ぞはじめてから
















家は IllI，lj'Iこ対して資本合を/1\ 資し • /lWiから























され， 10]年仲間の胤約である 札ー之官 1 el 
や I定 J bかIBされた本78 また村井，大庁ItLj
町の先薬業省も克保3年(17 43~ 水口藩の求
























:J; イ、寄願占~v!村民時flIIIIU役人、可番加 'I'IJ之 1 .
放先述御評定所iL{~辿被 IUf;比大急成時?i








































牢知足'!J:分， j，' rik ):fI J~ 































































































1凶67花5 1 1げ71防5 頃i1η73初.1!川17叩56
.~ .b j _" .d j 
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鯨町 : 0 












































































仙川上 - J 
kr.辻iニ T
F問ヶ |三 了























































H f!ll礼法.i1!名 (J ff/)、?佼成
本i小1-;名涌生!.sぷ
-31 




























































































京都や近江八幡と|司じくうなぎ2. 5倍と長く，れる。南ノ今町通りの J 筋北，長嶋町通りま2.敷地割
162.75匁































同左622み下し図134村井町御役昆舗 (天和2年 1682)図13-3 5ー-卜36)本83の敷地害lJを不す史料を得るこ





































































































































































































































I~II 3 9 、句町'iUffλ1f(. 1. .J]-l八1:1焼失副此町之絵l刈 It肝 7if
山中!(~術|勺 H， Jl: 1由j 山中家文i'r(部分)






巴!日 ロ ;J-J lj 
l 】 i I 1 L自由...:J :'_.._1 スイカキ
@(il(l)生 1亘
@植木
rJ . I A 許可ー!~~ !竺'.19 包 国 a .1a |Bl h 
， e7ミ川刊;斗|lfh蝿1:バ|ド;ρiじ〉と乙と;! 匂 日 Jぺ心叶て口口ザ叫:γ川剛勺勺Iドiに札U:LUじ.i;;y:;バジ!|h号明-ぺ司号j F 引; 込;rグ
.川_.'二"..一.一'ぷニU 合 l い川eI @辺土』留偽偽匂匂.;:.… . λ: 
-よ下に;;ゲifi『P?7で??ご令τ:応;石汗正応:子三五;三予;三;棋判陪問;帥γ 〉L4? 巨 烹?:二ンユJ‘T「判i百日l可引百日;川f行i;.常
5:二::12rシ;:L愈 ιJ;出1|lkhtb;U1ナ夙 d i己必 、~川?芯;
モト.一….一….一….一.モ机J川オヰげ1. ~Î十~.; 川ぺl s 苗酌碍九」陶…叩 伺μ汁f7| i~6: 1 7ソ，ブ8 伊 :;ri引仕1陪りhsド月山 !h門レJ 'IOJ 
ヲ一一・ヲシイし I I ~ I ι I ;._， 司 r H ， ~ 1*.ワ!?f lsal- iul 




































































f15/-rlであったと忠われる 3 離れは 8，(-)1':の
で結ばれ.それにはI重~~~やセッチン.ニほの 構成で山中米といlじであるがここにも休が投
小室がくっついている 陀敷の奥には2つの けられている {主催と離れの接合部に31・tの
36 37 




















































































き庭を辿って l間半幅のりっぱな敷台に遥す|刈13 15 (2 'b.' I< 8年(1779)のもの








1・'413 16 中)1:家、ドITOt:4 (天f:t!14年1843) 滋賀大学資料館厳 (11)n本文i} l、ものであるE 雌敷にIfliして庭が広がりここ
は遣水が設けられ.色ヤな平木が被え込まれ
ている またいくつかの行灯簡や袖却がj武也
を盛り上げている I iJ.l!J ~ 1:淡はこの庇につい










りっぽになっている。 ~2 の表通りに近し、6. 4， 

















ω~l .:附プ -4 9
11サr.-o..... .~ 
J2忘己iLJ-:JLT〔.守寸
， hz， l 吋ぞ
々 三§Lと今~ -r 、\ ~<-\~ 、之宮 乾電 喝
ーィ セー さd 事E ヤ号~












: ， r t 
向13-・17 '11)1家、l'IflI 同(Iリl治7年 1874) 滋賀大学資料館威 '11 Jt.家文舟
4←令匂1("i! 
tfLE久・4・


































奥は⑨て・は多くの{~所かあり.通り庭のクド 多かった。r:l井家の分家. .， 1井Jl:7台右衛門は
の多さに対応している (:i)ではこの部分は物 京抑広で蹴鞠を張しんだという。江漢が r此
入れや部屋となっている また:2て井戸家と 庖は-体人の利 11 なるI~rにて Ilbj など描く{'í-を数














地 ir:代 本給人11 現住人1 b a 
域I .93 I !J. I男 a目立 b1 
村|大正8 127 1 726 1 500 1 670 1170 
j十糊5I 725 754 I 4831624 i141 
大 M8守858)18611"1185:1548 1363 
1955 1126511539 目2
松IM8 5，[3 I 513 319 I 484 マ165
尼哩 515I 533 I 3921501 1109 
注 円野町令体の人1等
大正8年漏'4=_邸，よ、<1p. 684より
現住人[l 4706人 b e.l698人
蜘5年 日野11fTぷ中巻p.247より




! (り ムー (2) ι (3) 
村井 150戸 50戸 I 41 戸
( ~20時汁 (2し6九) 1 (17. 1句)
--t -ーー →+ー--- --. 504J-I 1 503) i 210戸
(之 、) (87.0¥) (34.3¥) 















( 2 )近代の1野のまちなみと民家渋沢栄 aら)が実業家として勢力を伸ばしは特異な発展を続けていた
次にlリJmに人ってからのHnのまちなみ「u野商人の出応のとごろで前述のように，じめたため，彼ら旧来の商人は次第に正迫さ








r - 雨戸数の推移 | 
(l I -;zr百一束 r rl 7て閣官総薮アI
(2 I 明治39年 2 7 1 (実数) ! 
(3 Isfu 5年 18 9 (11) I 










































































































































































凶I4 1 lE野玄う家、V"rfu凶 iリHf]14~1 ~ 1881) 1 :野家政










， 、. ， 

















口 1:蔵 卜 1ふのHlI
エン又はイ~(モ 物人れ















1 )建物保イfJ立別分衛調査 凶2I !Ci)， 2) 
2)建物構造別建て替え4闘が. 図2・!2(2) 
3)建物外観煩将l別分布調帝 国213ω
4)塀の種煩別分布調査 図21 4(0， ~2) 
また，まちなみのよく保令されている例と
して村井新町北側のまちなみの連続写山を作
成した。 リf!21 1ω 












































みの特色をつくるのに役たっているもの 142 ( 1 聞は、ド成5年の凋究結果である。
46 47 






1972il'cl， ~ J99:3W2J ' ，-2/、1
232N! . 160胤 .0.69 ; 
! 250隙 1101陳 I0二40i 

































































いのは附本m]". 清水町てに bはかJlJ;(川fIIr.H 






























以 1:のJ)xの分命を/jとしたのがjχ121 -1 (1 







































.ア'l:::.'_:u::-ミミ~\，喧戸三三冨主主T寄~---;;;一子ミミ~も地銀廷ar 、v 人 γ 、 Iごλ -r .jで . .そ..71~々、〈に"ï ._信号議過型炉、ノζl.. ~iYl...~β'>-，74倍、急cJ[_ 守、む3・:-~点沼
= 
lJ") 
















































いずれもp:nll47~I~ (1972) 8J Jである。
(1 )村井新町内i1 tL :，家
(2) if'i;j( lHJ I;~J }'{ f!1~家
(3)越川IUJ IOf'止、.家















かなり大きいn IU 1.1か1、いのは '-*F分の敷地
を1，めているからである 倣地内は通 りに山l
して i'H.その慌に断れ. L成という 1I野民
家に・般的な楠hえにな勺ている白
















































































'~Fよりト"J~X 子と阪と l: Ilfだけでt持}Jえされ.
伝統的な去しい外仰をよく伐している 料制IJ
の外制IJ線より1))(• ~ q ， :'iIIM~が外に:1\. IJ 1 Jが
刊に引っ込んていて. Il.ltlが主体的変化に叫
んでいーるのもおもしろい
2 )間立川15家 ")'2 2 2.j';(J2 2 4吾!!({
|同点三.郎家はit'l;j(IJにあり. I判官トイi衛門家
の両隣に370上，;の!政地手Iliめている この家の










ドイ兵衛氏はこの!万にかかりきりで・代. 1 1 ~に
1ヶ)]ほどしか刈ってこなかった，匂 i'のドf
.郎氏も学校を終えて24--5才からJ占へ出たが，












、ド1(11弐lぷl珂1干し村井新IJ2 1';(12 茶、'を移動した作!肢を住持.!tfl挺したこと..fO'f.なjfJ;古風の1'] J:，~の t :威が故ひ\J)f.， I'IJ， 
-ー ~. .!・一 一一 一・-_・F凶-ー・』・・-4_."，"-・・ 4晶・，"‘ー_.叫~崎、....._'._...I.J".、、ょ.. ~'. -..._.吋ふ-A‘ 4・.、 .
'ペーでーマー~一一円、一一一一一一一一一一一寸-d











































3 刊の久IIJ 官1 l~.もある
チ・ョウ/、てて







さき夢、‘ j -~・ ，






















，? ? ?子供たちはみなt1野か人だけかiLんでいて.in~~ ;てある ?， ?
?? ? ?
， ?
? ? ? ? ? ? ? ?* 


















ろう}'{， " n~家も.弘子さんは'1';を子{丘って 11'fに
???小℃て・は叫i，iミと犬人の:人だけはおられず.








、 三与 I L'~ 〆















? ? ?，•. ??? 、 ?
のま三維持してゆくのはなかなか
この京をこ











































































りっぱな1丸山をつくるために 3年， 511".， 7 






































I~日米l会 ・ 付録ー ド本 111 J (党政911三. 1797)や

























































写232 践敷窓の摘itjマ i:1iと板塀との聞に床.手摺を組み立て，上敷きを敷く 。板塀の
践!敬窓 の桁イ二を取り外し， 上部に御簾をつけ，亦毛mを垂らす。
凶23 2 1火山坂本の桟敷 、F-Ili同，断l削除|
大津市教斤委H会版本 町なみ調介
[)(12 3 2~ 2 flι山 E祭礼凶貼交J)手Jft
に比る佐敷 rtu哨m~~J.. 17 号制句 I ， P.27 
制作 P.5 より
〆ヘロフ
























s-s-z国議錨U干母音位取巾'$世-s-z図Eり {'t ω ~t 前少壬て τ~ c宇都巾1fi































11(.から郷 1 '， 文化財資料航のJ党 ii'，~を中むJじがあ
が勺てきた すなわち1!fのぼ史を"iる;it'1:. 
65 
.l.\:や H 野I?H 人の史料やi世物て~;を保*，民〆jミし.
"'fKや外郎かりの制光客.研究Iiて与が陥fpに
!.!.つ;・できる. ~~川の JJ{/J~ ・収威施よ立が要マ!さ
れたのである。
11)'叶J，Jは1IIJ1(のニのような動きに応えてIN
f1l5611: 1 OJJ.大γ人itの1'I'!(，{ i~j門.l.\.より
Jij¥' t:の寄付を吐けて.1ft IJ! 1己的資料品;'-; ;丘 ~' I
11 野 II~人館 を1)IJ.i~ した。 11 ~fln，人である山






山小氏は lドiJ.I!I!のように. ';r.f~ 3 W. (1718) 
に御殿均に1:1~f J-I~ を例目立し.以後inrltrlJ，小
IJlJ;t I (J等に!人舗を拡~U し.州の館巡と版必:た
を}，i-んで成功している 尚人fiWに寄目的された




















Jlt '，i~M IJJ~の il't附 と して j~{{する と 共に文化




l i総志イ介?.川;リ汁|十"(1州iI山川hIj 判l凶6では. ~将3 ネ米:f保担の 3 つの， r(ιJ点l，tJよ、 11
4れ杓1主の21昨性|什1に..I附f古伍l古モa史と. 文化の織広といきいき
した文化の印J.ia..を学け ~H野の 11t 、町、ì~:
み.綿I"'JNI~I' ， 1野然やIlf内各地iこ. !( {tーする
'，; 1 2 1 1野尚人館(1-1山中兵街門家)





ば. H 野町!~ø:nll.t811 ~から、líByl出発の波にさ
ら占れていたi'':].J JA:跡*'.)4huの'i1qiと公同化を
進めてきたことがあけ‘られる t 数(J委i.i会で








H 貯は，すでに :~Uとなってしまったが， 型1- ll~人本℃が今もt!lt しみ深い結ちついたたた
/トも静史的まちなみを似っている 城ドIjU.y ずまいをみせて必んでいる .iillりの制は市か














松ヶ.slJ. r松坂 . 会作若松 』等に変
史するなど故郷H野への恕いは消えることは
なかった そして氏郷とそのチ孫が関係した
























































































































て. 1.心のふ~1t，に J~づき. OIfの文化財や!民史
的i;:側itil!;lとして指定判20やす録をし，現状
変史について似ノトの¥'(地から指導するととも













































り.そのまま 1，1ずることはできないが.本 2の大 IE61， ~の実 illlJIA とはよく合致する
本2II'f Dlr.~ . ( 1'，) )íJr~:{ 
本3伊藤ていじ :城とその町 p. 19 
判官j込械時日目 i太|出検地とイ[I匂制 Jp.88 
功5{'，:'fl 太白1)~ '11 Iltの近江商人 彦恨 r(~ Il'ij調官研究:r~ 1 8 )9r収
本6I川1十';if X!; di柿}JXにl則する史的考察 p. 129-p. 130 
本7 松本!:~).; 城引IJの崎正史地理学的研究 p. 178 
本8~ 近 r1: 1:1 ~I'f' Ilj ，~: ( 1'.)J p.181 
的"I1 J，成政I品;" i ~iti '1:..Ji il .J; 巻 l 内大路公民自忠誠
I川大路のj也日起地につき(渡辺1"/)" I両人路j瓜 1:;己，p.165-p.168 
本10綿I'J~III ~I . の iリj 徳ん ~PI390)の社殿.i1í 'i:t I~. 架文'1 1 ・ |祈願の・つとして 領主大型寺宮
1'1:芯鈎j己公{出ニヘr組州11・子見ニ足本山今機 !とある il '1 f.1Lι( 1 ) p.434-5.同(3 
p. 634 
判 l 綿 l句 ~III ~I : 必 勝lx:hU:とェzは当国御屋形拡の御仰なり ti--より代々綿l句の御宮奉行也後
に滞'1:.股へ翻1;.~公被成候・ ・・ J -日野町み(ド)p.45 
本12t:'fIUrぷ(U p.181 
本13l1!f IJぷ(ド)p. 175 
本14本38多lI(t
本15肋JH也AUll. 小和It'i'児共若
本161:1 JfUJJ.~、 (ド) p.47 
本171 Jf fitJぷ (1ニ)p. 148 
本18このような例は枚挙にいとまがないが.その典明例を'J....守・彦氏はその若 f成下町






*22 lib '1 ms.ι(t1 ) P.102 
本23この他挑1¥端紛J. /.K部町という現地名はこのあたりに品dかあったことをぶしている。 H




本2~ 附凶村t 'l l r;ih!f:.il{記 J( [司史叢芹の内 p.263) 
本25伊藤ていじ氏は IXγ というよ rが現れたのは水1:1 7 :1 ~( 1520)の艇出伊丹城であ
り.現がのλIIJ城の原形は入丈6:fユ(1537)にできている持の説を紛介している。 IliJ
氏.g，城とその町 J p， 15
本26内人路 渡辺氏へのヒヤリングによる
*27矢口r'I't'氏は近1り成ド町プランを
八. ììí~IJ~ J切符~ B. 総~l! ~~ ι.内問J外側J'R;'! J). ~Ií 内 '.'J 1: JÇ~! 
E. 1m脱却I
の 5%~ JfJに人別し，側ねこの)1闘に変容，党以してゆくとされている
プランの研究，昨日制第 11言及び 城卜I[ p.99-105~t， 
本28九九}・ '1: fJIl rliプランの研究 p.255 
本29rI，lIJ'i判的 rilirCI荷人 p. 10 
1 uJ.!_¥. .r，: r X!;rIi 
本30八1rliから石原，同本を経て日野に入か鎌掛.格j己峠を越え1:11こ令る iUi 時代
御代参~!1 1l1 Jと呼ばれた
本31今制1111神社文¥t} ~市生部志( 5) p. 553 
本32'i':;野干1I木郎 1中世の近江商人 彦根両尚樹1t.研究第18I')r収
本3 ~ 1野町I 瀬川欣・氏細 昭和39年
本34池内長{-i待iI'lJ氏E記録 日野町志(r_) p.589. また.小'.(:名としても伐っている
'1= ms~~; ( 8) p.460 
本35 紛 lí'J 神 ~I・心U iu生部ぷ(6) p.675 




本38uIJ /1¥の L1野歴史司ぷ には日野に鉄砲の製造r1dJ、{ムえられたのは弘治:年(1556)と
L、う 。
本39滋賀県八幡町ぷ(上)p.229-236 
本40 寒川 hx7~'J I近:7[II~輿地ぷ略
本41後/1¥r u野町名変遷ぷ b )間参照
本42助野位ム郎氏は中野城の西方に中占以;.fEイi.(1:した H野市が築域とともに人[Jの増加と
l商工業の繁栄によって京Jiに拡張され.ついに城郭と接統して戸令に小野域下町とし
ての1野町を形成するに至ったと述べている ItiJ .a: 戦1M城ド町の形成 型心k子大
学論11fS12!Jと
本43 鉄砲製.iliは城ド1I1[においては非常に iTi:~悦された n 近 tl 八幡では尚T.lR[の内鉄砲町だ
けが外島It内に設けられた。 近江八幡町史(1:) p.256 
本4 llJJJH庄太郎 近江の城下町 p. 256 
71 
牢45ただし.Ti;比に人ったのは火犯のもののみ 》 太子主 岡崎与兵衛氏威
本46助野健太郎 『近江の城ド町 I p. 44 
牢47松阪の 町中鈍 では第 1条で - 吋町之儀，為ト楽之 tハ諸庄諸役可為但1之{義
柿別之・J} (校本 松坂権輿雑集巻之. p.7-8)と規定している。
なお， )J.ι似;R{m{、1判|
特権的向 l上.，業J布f?.に独山されたJ扶犬路な f小|ドlj靴l代そ尚〕業走 lバ市1打f場を閥政し' 封建領主がそれを利則し
て中 IU.の封鎖性をゃぶり，領II~ 的統 9を促してきたところの 商業 貨幣Jを統-封
建性の秩序形成のためにNび本仕せしめ.やがてきびしい封建的統制によって都市
町人 |荷業に対する政治支配を実現しようとすること 1本封他都市研究 p. 2 
44-255 
本48浦ILf.1Lむ(2 ) p.737 
本49結城，小川J;t1 t5崎，金沢，岡山，姫路など
本50 松下~~J.f氏は城ド町を初期城下IsJと後期域ド町の 2つに分け， fd証繕体制下に成立し
た近w城ド町にさきたつ戦同封建体制を母体として生じた城ド町|を初期城下町と定
義している IriJ氏 域ド町の際史地理学的研究Jp. 27 
本51校本松坂権輿雑集巻之唱 p.7-8 
本52助野健太郎近江の城ドmf p. 54 
本53阿川|幸治 r都市摘成に閲する史的考察 p. 203-..p. 205 
本54 ~1 1T1武氏はこの町昼間 $11を戦国 一 織豊政権頃の城下町のメルクマールとされている 。
lri)氏|城下町の機能と構遊 J I日本の町 p. 42 
本5 ~I:家 I~f1語文占どき之内(日野 綿向神社宮叶)
本56辻井目与太郎 r:. l(i:県地誌の研究 p. 156 
本57品川安太郎 松坂の町の陪史 p. 45 
本58 助町他よnl~ 近1城ド町の成tI. 史観第53 1f~ p.31 
本59 J"部下f必 p. 242に 秀行会il!若松より人部，江州日野の町人その後を~1い格りて叶
城トに1t[，.;せんことを乞ふ とある 3 ただし. r IJ{'lsf ができたのは元和年間であ
る
本60松山dJ史p.63松山の日野町で後にしばしば火災があったため. ii'f;j(町と改 f~J\ された
また.松山には [1~f名停の縦が伝えられ ひのかぶら と名付けられて合味されたと
L、ぅ
本61 司 Fイ1人 は庇1，<R 5f.家はがれ:)IdH!iを修IHし. Jj(路をめ(t削せしめたU.y. 千七に 4
人のよ1止をぷしたもの
本62;ilJ '1 ms.ム (1 ) p.78. 80 
本 63 内大路 J~{J文 Tl;
本641LJ川先右衛門文1'} ;ilj'l郎，i.t( o) p. 332 
-
本65村井新町 丙田家文i号
本6 日野町志 (中)p. 68 
本67蒲生郡誌(5) p. 509 
本68近江商人は日野商人をはじめ八幡商人， 五箇荘商人など多くが全国に雄成した。この
理由については諸説が唱えられているが. ~[頑 tn.治氏はこれらを系滑論，条件論，動
機論の 3つに整理し，系譜論をさ らにi血統論と性枯論の 2つに分類するがを提唱され





いかれなかった。そうした特異な意議が近江人を 全 r~ 人 とし，全国に雄飛させる
こととなった，としているのである。
本69たとえば，長州藩の天和御法度 (天羽J3年 1683)には 日野紛 iの名が丹後来日とと






め。 菅野和太郎 「近江商人の研究 Ip. 144 
本71 日野小学校郷上空蔵 γ諸法度苫
本72江頭恒治 !中井家の研究Jp. 17 
本73菅野和太郎 F近江南人の研究 p. 133によれば近世日野商人の年代別出庫開J古去は吹
の通りである。
元禄前 2 宝}tf 1 0 天保 8 
元砧 6 明和 2 弘化 3 
宅7]<. 2 安水 3 点永 6 
正徳 )(和 5 安政 1 0 
立保 4 克政 6 万延 2 
元文 3 宇和 6 文久 6 
究保 l 文化 1 6 元治









? ， ，? ?
73 
本75松坂尚人 もIJ様であっ たようて.η長の rE J}~j IU に 日める家多く.江戸庖という
ものを捕え置きて F代という ものを多 くあ らせて.あきないさせて‘あるじは国にの
み川て泣びお り.う わべはさしものあ らではうちうちはいた くゆたかにおごりて
わたる iとある
市76 日本;0欠 F 近 I l!: f市業粁~':1・の研究 :p. 17-8 
本77I"J ，-_ p.87 
本781 Jf小学校郷 1:主成 諸法度 ;~r-
本79rl:lIJ↑Il_Iri '11)1家の研究 Ip.917-8
牢801列川和ifiI r.s rh構成に|到する史的JZ務 Jp.236 
本81 1 !Jl1- IIIJ，~: (ド)p.261 
本82H JI~ 1i UlJ 1引1I1fL二家文J}
l本83人作イI:-f"10 IJ ql兵七衛門家文1f}
本8.1 I ・ 側役J.t!~敏之{義ハ桜田御料之節.御 HH 衆伝ヶ ir~凶ヶ )J 先被レ致イ1:役候 八年以前
御成人 能JXo}'f/正衛門へ被レ為川合{t宅{j.今度御ド地二 十J'御~1 i度中{長官 ー日野町




本8 1 '11 j'(.右衛門家は字保 3年(1718)以来駿州御殿にIJ，lを聞き，呉服，太物，雑貨，殺
矧を取り倣っていた。その後.i召ilt.{f. tL.小Ill/J;t• * J;~ ;え •. ;t 横須賀等にも出fJ:iし.
iミに酬の担i日以先をしている。 株式会社山'1'!"lイl抑1"JIl~ /，1;小，t、
本891 'f IUJ，~、( '1リ p.79.-...81




本92HJI. I ト~ !f雌 .氏雌
本93ωは滋賀人ヤ史料館政 中井家文 ll}の i吋から作成 I~) はiI : titi 令f rr; r中Jt家の研究 p. 
970.ωは描賀大?史料館蔵 中井家文，Ifの同
ヰ94，].l.j 7.1:決 ，i 1.設内遊HJI己
本95I iJ.{l.j7 J:決断HU11fp.54
本96 "J.{見7r.Ì'~ uIJ !~hl} p. 55 
本97 "J.{~J n~ liJ拘，lfp.56
本981 'f町，ι(ト)p. 364 
日本古典令、~本p.55 
本9 tll!i'lltfi lililll;人 中井家の研究 p.482
74 
.. 
判0 庁野干lIA郎 「明治維新と近江商人 Jき仰向l陶冶11mll在p.24
判011:';本X()( ili t1t!商業経常の研究Jp.303 
本102IliJ 1二 p.308 
判03h'i水町久的氏厳
判041 I.lIJHlJ ri r il:7:1:商人 中井家の研究 ，p.974 
判。5 r-*山八政地1><:における陪史的現境の保全特;t，:1'1材調 ti報公古 Jp.91-96 
判06 rデザインサーベイ H.個壮1968I 法政人??;f脇ゼ ミ 住宅文化
判07i'J'r J}< 町の~ の彫刻は，江戸時代後、1" に九州や !R l('j地 )jを中心 と して活躍した~築人
I.rみ，Jj，'[.川和四日I~ の作によるものである 岡本IUJとI'tJ大n'18j の彫刻j も，'l) 11 和問自I~
によるものという 。 U野町教育委品会制 1野虫 説作械 ~I ，'，!} J 、r~Jx 2 ir1 0 J]p. 
74 
本108II!f祭はやしのノぞンフレットより





判14日野小ヤ校児竜の感想文 80編による (昭和48il) 
判15 ・H野町総合発展計画 E 日野町発行 p.13
判16 11 野町全 1由Ij，~ r第 3次日野町総合計l曲j '1-: JJ.~311~ 1 0)J ~iè~ J 
判17 11野祭掛合報??占 日野町教庁委H会 H百平15211'
判18 r日野弘L .i1Hi報告占 日野町教行委H会 平成2"1 
判19たとえば州村山郎右衛門 木曽日記 I JflllJ ふ'1 1 ど~p.645.-..649. f Ll野のあゆみ
p.50-52 






















































































































ことが読みとれる 3 また，内 ~llt などの伝統Jl1
業の低迷，人;?-tTのrh外転flなとも市民&ぷ
に敏感に反映しているようだ










































































































iメ.氷山1ι トーかIXの31えでそれぞれ. 12.0 J廷による1'1i.的な保存修;itのAみが行われて














































































いるか. 11止.ìli' I~.身者j日賃貸マンション写の ill
築が続いており鼠観が乱れつつある
まちなみの種類| 名 称 地区の特色 | 摘要
1.栴中の町家等 ・鉾町(だ持;J) i杉本家等伝統的町家が成る街区
のまちなみ ・鉾町(好明週) ~家等伝統的町家が成る街区
-ゐ之内 -&T家，哀千家， ~長 i且!!I.'iのまちなみ
i・小)11.ilり 織};~，住宅のまちなみ
j・壬'1.州望-.1八本家等の郷J:乞型!l
2.社守門前のま .・昨可f駄 -*山の散策路沿いのIBf家.茶広写 I fぷ挫地~













-品J;i ~ 1) W ，輪違屋などのお糸悼のまちなみ
4. 術迫沿いのま! ・鋭峨鳥居京一---r~:{~'街道沿いの州と ISI家百ちなみ {ム建地[メ
ちなみ |・鞍馬 | 鞍比街道沿いの川蝉r炭rm~ 等のまちなみ l まら川船
|・時以 山陰街道樫原mのまちなみ | 
5.消雌のまちなみ ・伏見ItJ浜 伏見の柄厳とみ家の町家のまちなみ 115UZまれ
6.股村立落 ・修?院 1Ì.~flh 吃.修学院，従妹院周辺の股家(lf. :
・松ケ崎前川 !日松ケ崎村の股家併と lif川の員制 且
7.近札のまちな ・4 条.i!!iり l則的・大，[の近ftrrJ団地築と和胤注築 I rj:t1罪わい叫



































































































































































参考町の 定 !の例 挫物， IJなみに関する条項
[J，J;nx:常町下御原陶半冒I文8 寛政8年IFl 196J 資料~ßの歴史7 p.11 
:町中普l"~写之儀. ー鋭利ぷ之上致ol!fl鋲 '1九ム..粉之義ハ年寄1I "Jν~J 事~.
I上京駅中U?;;町 ;t.tb京文@ 明1ff2年 1656以前] 資料~舗の歴史7 p. 29 
+干之~ヲ R併よれ分御{主底候専S:. ~，御無J1I t且。
・ i哀を賃制.官ツーもitk主事。 -:.t干盗ハ壱ツニ彼νht事. ~jより:(f‘之儀ニ候。 宿 三事干之外.
;むニつぶしψit.~(J、&之事。
( l.h!tiCr両手口銭町文書 h ti2if-16591 資料京舗の歴史7 仏231
.家作事J{土候ハパ.地形っき申節町中籾ぷ仕.上下むかふを見合.町並能tI
ニ仕へく鉄事
[ I~ }j{ ()(清和民町文. ~文 13年 1673 ) 資料京総のIff史7 p.232 
¥tfより. "i・HI.何も商見せニて.11';住民，しニて表たいへい之宮Z壱併も無 ，之
骨量 。 今度火事二 付.かり昆之~iH}. かりのたいへいは 絡別之義也。いつま
ても水々敏たいへいニして， tfよ句の町なミちかへ鉄事.ft1l3・4長。{旦.J止を
4昔 :京ニたて.奥住民はくるしからす.~ o 然関.表かりへいをそそうニ仕立 øJ
w申候. 町中務会ωνJt絞
[ 1:京区西亀A固I文" 7府13年 1803 資料 ~Kß の!民.11! 7 p.504 
¥普J商}主外{回]によらす斗寄方え純絹ケoJレfl候事
[ [1'ポt{冷京町 寛政9年 17971 資料京mの1!t.l1!9 p.95 
. .t肩透家住之儀ハ圃f分え前以絵図初見せ.Jt上ニ而普 ~II"J 彼 ν殺事
[ 中~Þ{衣伺町 慶長10年 1605] 資料収舗の>t史9 p.335 
. うらの民主他-rヘ うる 事S:. ー 切仰止すへしo (.:j然町内へtf.，まかり売事者支，、，、
貫主より十分 .nJ砂:il候 肴又"i-rに京1:n. J主家をfG依然.むかしよ りの
















:1] ;d?' 27 L 
i 下京阪 305 
跡見IX _ IIL 
『合 .;1 1. H3 
.陪町C持活:階町家高島再考l
!~L.-- . L.250 . _~1 
3.7_1 ~ _ .12:1 5 L .18 
393 1.073 63 
3~ 119 3 

























小，ftiJl、計 2 JIげ十 :!Jl，と史的~~
3. 032 .1. 6~0_:__ ~06 i 386__ J
2~ 101 2. ~1~ 色 ]9j 113.1 
2. 091 3.790・ 39: 170 I 








1;'2 I I はその総!fi1~であるが.ここでは町














2 1 1 で守全~J凋H合r 対認象l範lJ州I刷Hの '"'J汁r
51は8tJ掛棋i長{が広原lリ}形巴または改3笈主r似t!リj位立-てで一技勺ており. そ
の内の56¥が比較的住築1代が新しい尚2階町
家である a 、ドMやむしこiり町家は1.473fiAt. 
2，判にすぎない 4つの行政IKで見るとJ.J~i 
|メ と伏見rx.です凶やむしこ~より 町家の割合が
多く. '1'点似ては，:'~- 2 11f.~IIIJ家が2/3近くを IJi 
める。同212は持制別の実際の棟数を視覚化























































部分が・番 ~ï く ， J乙対;の大火t't後にilてられ





























AHU 1.811Uの内， I'~i端の 211U が玄関仁|出て\






































! 0 e . ，1.草月 . 1. ~狗V
伝IfnI刈
200 


































































































が，この20~F. IIU にお L 、てもが:)20\の減少をみて
いる ヴfこ。のIUのlふI(JI杭は753}Jm'から91











住物である J;( t.s rbでは "l ，r~J刊の建築計l面lに
ついて・J~仰に川illに公開し，がtìíjの i活し合い
を促す中山Ji1it築物Mitl¥制度を実施している












































凶21 9 格'11 (都心3区)における'1両断建築物届出件数のft移
• t#t< ‘1'#1( 140 t 





































・"r"63Ë.i~23 ~!Sêrtlf会it.iiRHt p-143 































































































































































ことが必生である今 ・4・でにJ;~lro Ihでは 110 
P E ，ihlJj Jのなかで ;応部らしいすまいづく
りjの批進をおげ. r I、ウンングマナーjを
純明していくつかの取り組みを実施している
































































































































































P.2 1 2 京都における 「まちづくり逝717f，?，〕民
~ ~ I "li ，量4守!U守3
+ -+咋 .. 
Hlli.のi生fiFとl必!ヨ
i1~協定で 3 ド. 13~以下













|円! : 1Ehl罰事お術明け譲 ぞ民俗1;:I号訴
I ' I I 地械の安今 (- ~演を』もす IJ 物I)f除
I "べ in ~ ，'， 1山は3'5，1*J地として決定 F定
1 ~ ‘ . I紙踊住吉地の環境誌全
J~ g_t 5~L 
内






























































































阪18i1 .両]tl! ;事:!J} r 1民史 n ïb 点 mの i~ ~色 ・ ，'PI'. のために j に 基づさ flì lH乍IJ.
まちづくりのルールを決定した協中の灯例と

























を艇/1¥した しかし， 1m r!J ，;j (U1t決定には1.¥'1 
を要することから建築協定の締結にも取りtU
み， 'v h~冗iJ:8)jに協定は成主した 地Ix..I，bj
の決:.i:は、f-/JXA1:3Hである
克hiFI建築協定のfT子















m1長町地I~ ，，~画の tj- 壬



























































































































『舵史の町なみ 点都編 P.5 
本2 1:li.J進 『近IltJit都町民の形成と展開の過紅に関する史的研究JP. 207~也 日向論文は近
Ilt J;t liIlの町家と町、世みを考察する上で/J、唆に'/;cむ
本3 この1ftは点都di都市1ft・両局 ・点都の町なみ 祇l剖新橋仏統的建造物群保存地区編 に
itH'iか執下した内符に加草したものである
本4 -;.村作;史 .l;t都 栴'1'の魅ノりと将;長倣 ジュリスト榊刊総介特集~O.27 1982干IJ p. 
162 
本5 Jit都新UH D{干15311:6月8日付，記事. 1.1粍アーキテクチュア 1980 4/14 p.90なと
本6 Ji' Hi.i'也.柴川厳 「西陣機業地域における1:地，fIJ川の日開像に関する研究 〈その 2) 
1本位築学会近畿支部研究報告集 (昭和631rl主・)7025 p. 562 
本7it'r 1.1< 1事 Jif都ilJの中心市街地における L地flJ川変化にl却する研究 ι 昭和63年度第23回
1本部t!i;:!・l曲j学会?術研究清文集
本8 飯11] 8百 ・ 1~1 部卒9J 1 I佳史都市京都の保全・ II~/Lのために， p.239 
刈住宅リンケージ 補論で述べているように.サンフラン:ンスコやボストンなど北米の多
くの都IJにおいて制度化され， 日本においても*-J;t "'1の f代IJ[x写において実施されて
いる






















































































































































































































は 1 階より ~~IIU ないしは l 問セットパッ
クし，寄せ株や人件J~. H.. ~R となっている
また，辿りに対して 2附の煉を451直ふっ






















ド.1><:域 rr~介午Jt. pIJ から I'Y ~ J}ゐまで
この I)~域は0'む，旅舵，料l!Rhl. J島本







































このようなれl(立品のもと • )t'[ '~i lJx地bくて
は風足あるtJlItが伝えられてきた その長制
1説家となっている I，')や培， 言}石4・:.(~'家の

















































統様式の指定jj式 a を!!l;来しているJ これは.
'!f:電等におけるまちなみの御J;iJi式.*楽)j
式とは央なる保ι修 J~ y-.法である 主屯では
街道に凶iしたむ:物の内.明治以降に改込され
















階i.ttて町家様式. 1変符)IDJ・家tk式 i刈22 7， 





なら.安市では榊々の保ι整備 c:p:は Il~ やりiT!












































l保存度 会 状 皐 上 対 策 ↓ 明義主例l 京観亦まく保苓されでお 現荻薙存主基本:とする 一同宿院一
1 Iりその価値がほぞ十分生か が.さらに新しい価値のJ
されているもの 発見に努め，それを生か 2




















































































1;.:12 2 2 
rh 街化進~J!地
1.<12 2 3 
;t制lベ域分凶
110 


























































外側株式例[';{12 2 7 
( 2 ) 祇刷新橋地 lベの :Ji~ -ft と保存修;;{
J.はじめに
祇刷新情地lベにおいて， ofi 干II .~8 if: 7 J:l，伝統
的なお~l:I~が軒を並べている新情通りの中心







その調布のうち， )fモ-/'í-の 111• 吋部分をまとめた
ものである
Ji(都 diはこの，J'~食品占*をも とに l昭和49年7J 1. 








































































































































いる仏 fかM，かれている( Ixl2 1 14 




























さて IりJif 6 11 ~，祇闘でも読み書き，裁縫
ほか型茶，養蚕，機械，染色等の技術を教え












































けていたn 立 'Ì< の凶の、，'f.~ì:.や茶 ・ 和歌 ・ 能な
どにみられるtJrしい動きは，これらのサロン





























1¥. ill~HJoUJリ分。J ~J11正 i刈22 15 








のil物か3.rJ!， イミ2附ilてIUJ家I~~~ へいit1・ り保





がすくれた統 !必を持っている J 新橋辿りの
まちなみについては開平n42年の両側の辿紙、工
I(Jil~1 かある判 IÔか. 1/(12 2 18はこれに昭和561
までの変化を事布が陥iき加え，変更したもの
の .:mである 辿物の1:(tJIはl階かT本柿子

















11r 陥 jlli りの I~j の (1 川界わいも魅)J ある;止観




















































凶21 1のように 1.， fVの4地区に分けた。
調i停車内*によれば.地域特性を反映して新
借地1><は!t:VI:の， しかも比較的高齢者が多い
ことがわか司た(. ~1'I: は全人 11の 72丸を山めて
いる また.1まいについて風絡があり結ち
ついている (4れ)，泊j凪・採光がL 、 L 、 (33'\，)~・







はH'，I~I~j!j にJlliする 。 特に，i;S町のお茶毘経常
行にf't!作品:品は向く.この町を守り抜こうと






1';(12 2 11 新橋地 I~<:の院域医分
凶22 12 希守住民担
1.現在のまミ 2事45'~l Q_ ~1 i 
I圃・ーーー--n 1 
E一一ー耳r)-i E ・ーーー~:}...L 1 J-一一守py，L
































































































































凶22 14元治J己年 (1864)頃の祇樹新情の民観 花格名勝l刈会 開条橋 jl . 
凶22 J 5控築犠式別分布調査
~ー ァマ「
‘4で円オ「ロA._.:r町.，."." . r.吋川 印日目史思t .!t r ~ 'l ，..ItI". 閣 に削 r r.~.，C・ 3 る山氏
← .1 Il，. ""'''''''''-1 111 "''何回 .:: "A.~.，. ~ tt tt
_ . "lIt.，れ ，.引.，¥ ~ ~L川畑 e 川









裕外のまちなみ3 2 文:柳川河17本2隣住て町家茶Rt基式|渇22 
秋のたぎり流れる谷川や存の桜，また，て.( 1 )格jt， .鞍.U;J也|ズの調査と保(f. t't ;t 
最1:艇など風止に必まれた地域として花1され.はじめに




























ま制r炭などが鞍.l~jを泊勺て点へ越ばれ. . "，，-， 鞍.l~j也 1><:0) 1tf史的特性2. 
た加でつくられた品々が拠地へ迎ばれていっ(1門uiJ佐治としての発展l刈22 20鴨点散策路ネットワーク白川i観保ノト修Jit十両l対22 19 
鞍.l~はこ，れらの物資の小継基地としても戦.l~にいつ頃から人がiI治北の山深き地，










鞍こうして鞍ゐは，11代から '111"にかけて，0)には社家20数)Jが戦.U:Iに移りitんだと I1うl'Ift.lt 













































彼らは鞍.l~の人々を大的. ~討 tf(. 名主. i的




ぞれ r1:[ ';:: Jや |柏4; とtfった寄り合い所
(与)や日ち. {IIIU 1HII fLの融不1とj.tl紡を凶
り.指定に{中IIUUとしての教fを胞した
じ机やjllU は鞍.l~N:のfr ;J} や由岐 tIIJ~I:の祭
礼.~.~ ' に竹{民会や火祭りを執り行うことを i :
tJ f r-妨としていたが. I"J時に村の経常にも人
きな í'，t :'.11を ~t，こしていた6 彼らは上位の 3 つ
のやIIIIUから人 ~I :(.fりを虚ひ.そのもとで協}J
して似 1:.N;1，院との交渉.都へ薪炭を運ぶ道
路の ，~仙. r ~、であげ ， と呼ばれる鞍馬Jl Iの
j出の補終日J~. また隣村との紛争の解決など
ドあた司た-，1 f~211 (1645) ，鞍馬午r'JIjiJ 
のj也ドから所けj代に抗1¥した党、号本20によれば.










，l!.j .tj:参J，Hに集まった.またJiftU 1 '11の人11M

















































































ドコロ.ザシキの 3 宅が、ì(':ぶもので.鞍.U~ で
はこのタイプが ' ifH~ いコ B は納Jrlの後ろに
















































11内 fIl 53 'tf-5411~にかけて J;{ 都 díの委託を
受けて点火保台修J;('f: I・1'I研究会(代表 阿川
草:治教授)が鞍馬地[xの除史的まちなみの調




































t42 3 1 鞍.U.jの町、政みltl恨伏同
、
/ 







































，¥1. t". ^_ ¥、・，.'t~ 



















( 2 ) 栴内・ ~l峨 J~/Jt:本地lベのまちな
み調Nと'tf-uiJllil!
1 .はじめに
嵯織 .CHij 本地!災は~峨野の凶.lt. 愛'iHhj[f 
































































ラ (SMKI20)を使い. ~口 ~.+;実 iUIJ. 簡易実i~l
とも令く[lIjじように行った J liIj lflIの道路が扶
いため.引きが|分取れず，作業は容易ては
......._ 







































も.船協モヂル教の助加. T~作業による llU 抑止
!神化作業J:れI I ~.の1.人などによってほとんr




















































きるから， Jt ~ 'I~;~. に自の r:'G ~、記録となる 。 搬彬
とI.J叫に I:.~ .J r1~を簡 tj1 に ißlJ り.将来実視IJ閃
の作成がuJ能なようにしておけばいっそう価








































































i司23 5 '1]J'.I，i1J :Jt 
のfJI凶
F 














1)( 2 3 6 H1'~.キ，; 'IjfI iJ!リJsiによる ιLM1刈 (松山家H古 )
.-.:.--_ - ~‘ ヤー"
iχ12 3 7 ~I'i 常V1訓IJ:Il_による立面図(平野kD
; I t f ・ .• 
















































































































写32 1 ドイツ ・ロ

























































































































































































































































以}~'1 I(U の ~IlJilを|付けて説紙1iiしをさらに小さ
くし，それによって切れ味のよい優雅な美し





























毎f勾fl什1) 川jAぷ〈ヒ叫:J~ にそ?税j詔担年j皮立の 1.し.J、f心.
ンケ一トhうとともに.住物の修理や修;公に
ついてのこまかL、相談からまちづくりのjj.IJj
についての，;liし合いまで. rh・の 111 吋職uが~AI
々の位以や似イメ会と絶えず1:1'，:Î~ 的に話し合う
中で修以のきっかけをつかみ. 'i=活や営業の















































































































内部に小J.liをe没ける場合には.玄関の格 [I i 














































































































における特 J;t' ~J.Xのいくつかを叫す。 なお，













































のである a 迫-路の反対側では向 2階の外側と
して峨fiEを品起させているが.街路側では軒

































s:i1時u抵地[)(の :il~坂のすぐ J '.のほ釘の故'df
hU瓜茶"Ii);えびド~J{提出輔の.ìÞ.ぷ .f{)の修j;tであ
る A.は特別保全特JH地|メにm:.とされた日日干1
471:' tfiで.:技官:fW. Jt 1ft 1';とl¥;j';-J乱の外制の陶
滞日;があり.その向こうにj度版以似の掛が続
いていたt) B.はB{干1491 tj'{て. 1~ 2~~風の 1~'tJ ~ 
!万とi1.-tf.l{塀の日IS分のいずれもが.本2附也て
町家飾り窓Hき 1，1;品H~パで新築倍以された
C. は ÐtffIl 54il~ ， FuiJの茶).1;が2~-VM築したも















































































































.fJJ.イL 生活J.k i~1tの I:'J 1:と社会的安定の'1'で，
快適な環境，文化的環境への~求がますます











ヰ1J1: iE 2 f: 地子銭納中~~ ( 八坂神社，;eiJ，j.{&) 
本2lHJ.1 if 祇|剥H:境内分地1.1JI1: ~ 八.IJ;dll'n文併 lド巻〉
本3I吋)11宇治 i也川{f隣I.Lj先生を小心に応部人;!.， J;t lis 1: ~繊維大?-の大?院生らが参加した
、1'川市街地足並JJ.の似全対策として 必都rbdH1r 1也氏観条例 の制定を検討していた京都rb
は，その条例にJよづく l特別保全修民地1><: 指定の候補として吋地ドを.ittび，その調
tiと，:1LlbJ* }Ëを似今修.:;~，; Illj研究会に歪:Iょしたものである内
本4J;(Ii!Ilh都I[J[泊先I，Jr *山八坂地区における附史的環境の保全修氏計l向i械 ~IJ I'F J昭和47年
率5* 2及び *山八取地IX:の歴史的環境の保全傍JdJf幽ーその 4.fI 民の保{FfE-識調子E
阿川和治・ r~.~僑成人 ・ 益川 Jft JJ} • 0 LH: 以犬 ・苅谷見雅 ・岡田{忠良 H~控築学会大会
"?~ip~演梗概!t D{平u47irP.1351......1352 
本6メiJ谷!見雅 :l[mJ 内川幸治ら編 暦史の町なみ 関東・中部・北険制JP.92...93 
本7* 2及び *山八.IJx地Ix.のftf史的環境の保令修J;t11 t.画 その 6. 町並の似全修;支計画」
l拘川幸治・山崎j主人・O佐旧来房・土民 投入・メij谷男雅 ・岡HJ1足i追 Ll本建築学会大会
学術講演使厩!t BN和47年 P. 135...1356 
本刈8 I附条j河呼b原耳凶 静t記t中;
本刈9 林h雌{辰 -七a郎 歌舞1伎支以d前H 
本l印o J必j江{制御役!州所q肝rlド向f心句tリjλ慨1党、工よ;内l作F 




本15J;(都IP1N J;C都の静史第 S巻 占都の近代 P.278 







本19I材北朝時代には名拘I.u:iy，新田義uなどの1¥!~依頼状が鞍 .l~j 、干に伐勺ている 。
本20 鞍馬門前党内"i.IF.i!t1. 2年9Jj 鞍馬、'j:史P.171 . 
本21J京主大保イ有j修;以式':1.十'1州巾刈h吋juJ制I庁f究会 l鞍馬 悶町町J巾 なみ;訓訓 f任d柑U~竹it  J点j江L都 I市1:打:i日f
牢22J点;江i都市都I市li，;什:刊汁|十iド州1I山刈h川Ij1，川J "叫?:峨野烏肘4本、 まちなみJ'H夜?主正椴告 附和5引1f年iド~3幻JJ 
本23J;i大東南アジア研究センタ一本館 (1J;tlíß織物本~.l: ) . 'f J;~ 郵 N!J;Jの尖 lJ1lJなど。'1J;(郵{史
1，~の斤合の尖測は Hfi 和48 ir~秋に問、I奈良文化財研究所，1l' ìJllJ修;式研究市と \;t 人住築学科の J~
IriJで行われ，蹄fi'も参加lした ;iJ谷虫卵 '1' J;dx 郵便局 Jj~~のVょ'i'，.M iJI I~ついて J 1本
建築学会近畿土;加 わ;~ml・中京郵他人dlrfth判ずれI}.JJ所収 P.38...39 
本24桜井出・人;林IJX行 |デタタルスチルカメラによる.次JじJf::状，;l'iJIシステム i二本学会tL

































た. B(~ 干1130 1 1 ltの点都，hの風致行政の充実.



































次にfl11合同の暫備や鼠11.*山， ，fS t :~~ j;t 
ft11をめぐる ". 111 の風致{比;告などに本術的に11~





































































る，!笹山，1't!'-Cl868) 9 J， J;dfi}(fはその"1:，) 
Hに組織されたばかりの町制iの改正とともに
各町組ごとに小学校創設の勧突を行ったn こ






































tI 'rf~( 1868) 1 J.京都参tj.役所は紺新のiu.n
の非常)1心のため. ，h '11の本)1の&111を命じ
た叫が，維新が成り近代都，bil設が始まる
と無JI)の l1:物となった。 このため明治 5fド~~.
点都J“はW11の木)1門を取り除きj持基を特.f.1p
するよう命じている この払*.古j今 6"1 ( 187 













て覗5年，1J J ， 家f~ :j立ス f'í l 、町並 -1出ヲ引
退キロJil構;{正J.と{tjJ.主してlる これは町











~I ~ ( 1882)には私仰の制限が厳しすぎるとして
のf辻そのものをhi1'せJるを仰なかった 柿
)J，家);{のtt;島について附は明治tl'tf 









街路ifrMへの関心も日まっている 明治6tl . 
政府は道路並木をみたりに伐取らないよう命
じ. I"J 7 il-には l.ill路似イf取締)j を定めて
いる この取締んJでは道路の並木は jil





政府は道路泊.MIこもuをIJけ，明治，)"I ~ 1 0 
155 
J].道路tJi婦の条IJを定めてtる ボ都府は

















の肖同の町に l 洋~J.武将光 のガス灯を設遣し
文明|羽化の時代にふさわしい京観整備に努め
ている。そしてIiJiflOJJには市内に街灯(石

























































tえなど多くの，ぜ物があり.明治161J~7 J. Jt 
.hi 知・J~はJt lソ搾参議に御苑の;;(制の川彼と柏
















































て illd~19. 3kmの水路を住投する人工 lJ~であっ カでのJj()j発むのIJXJJを聞くやL(ちに実地調
た(;I，J i j・の自然 J;~lllを人きく金化させただけ 1iにAl:き.その見聞に基づいて蹴上に*h発
でなく. ，' ?I' S'や御I~á:などの歴史的対観にも iu:p)rを儲け. iu:)jによる近代化を凶ることに



























mJ ，1'は 「刊'ア・のi邑 . Jt (-1川付近は 白川疏
































引桜 j、L210-1>'， A 1ill2 )て5-j以上，技
!ltHi~nノモノ. ，!J内5<.1、近在ニテ来10
158 
) J 20J-I限収)jq 1~I\ツベシ





治18"rr ~I ，'J"境内ノ水竹伐採心得 を街述し
た，これによれば什与境内の本竹を4栂に分
対!し.1おl却の 1 iLO .J¥_ニイザリシテ境内J!t
政一|則λルモノ此IJ!虫 l止処!以上ノ樹木 は




村知・J.がl則的 12 'J 1~ (1879)， 1I計占利の保(J.の









には比淑1I 附明以において樹木が 4 部伐採
されたが.知;J~の tjI 1:命令を出してその拡大
を ~IL1:した。そして.W明治27年，府議会は
IiJ.II. !~ull. ，:'~!JL ~1:}J己の名lX.勝地のj武主主林
保協を也oa.これを受けて府知事はこれらの
お 1><:勝地の J!l.)ì林の)~;JlM fi'てある股商務省と
協議し.その自(I -f、を ;92811 ~ J(.f.a会に報作して
















































とHuaの数が州、I~ばしたという 。 本24 このた
め街路t'iは急、激に地加し，i梓栄の凌諜や街路
改修を iとしていた吋時の土木貨中街燈tlJは


























って政的は r ，'i ~I : 、子1~{J. ~任期II立 を設け，由
紺ある.'1~ J、1の維持資金の 部を交付するな
ど文化財の保，i並に ・忘れt皮努)Jしてきた内明
治 13 iド---2 711までに 109の年院がこの
a~lJ主の制Jl)J~を受けたか，もとよりこれでは
|分とはし、えず. 2 0 "1代に入り仏教振興の
九ilが尚まると1'付与似{r.胞策の充尖を求め
るJi，がifbまった^J;l都'(.tは政府に対する働き
かけを強め. 1/J ri 2 8 "1:には府品会で E 市n
，'i保存資金IH，j，補助}jJのl司会:，7願を口I決し.
現"1~には I片付>~li: 1~{{: 1 こ l到する建議をなし. 3 





1， ~I S:1足イfiAはわがI'~ M:初の文化財保作に












特に蝶伸. .fj}月4. イJ，hカ冷スを発生する L場に
ついては日~. "II:~，離百1・.段以及びJXJm市域から
・定~nllllt内 iζ 、1地する・J~を祭じ.すでに \'r_地
しているものについては今後20年Utlで移転
せよとパう厳しい内容であったn これは1J J 
に ・郎緩和されたが.ボ都尚[会議所はさら




まずJ;t仰の ，J此ì'Lノ什絶，下内 1n~双ノ fh;ア
リο|として dilf.ノ枠制i風説ノ保存ヨリス











嵯ナキガ知l シ。 JlIJ チ J;~都唯帽ノ名区勝地タル
*111引トノI.J也ノ自Iキ，己ニ市部ニ属シ， jt. 



















たが，場イl の J;~ I~'，丘小にあたるようだ。 この












































・ fht~ ， 11側lそして名1><:勝地ノ保存等
























山公|判より村 "1' 以まてtの進弘~~.iU n IITI)がr!Jに
/1¥糊され， 1会は事北の寺山!，R，公|刻のj叫致に
X:: し支えない~l{ ~) ，i'l: IJに児誌ないことをふlis
附に 1:"Iしたが. }(t は作品に，r~:IJしなかった
後にけi会て'もI!l放似{子の立掛から反対丸ilが
I~~ ま り.キ討払tJA川41B




、'LI:JJ地か~こった。 Iリ jrfi 1 2年 12 Jj，巾
は.人事業の ・環としてI条~丸太町にセる
































や帝11~ J~( mI問物航， IJ志社等の建物について
何れも此地の府民:を無視するのみならず，
山/1<.と'IJ化とL、ふ点、にn立せず ， r何等の










作風ill誕の ~'HIIを知i らずして世に l呆~，)=的の ~Ft
o.rにl邸られつつあるものなり ， J-fし ・[1.
'jじえなるバ，J孔il徒が*山に峠つことあらはふ



























と呼ばれていたが 1則的5年(1872)1 0 J1横
浜知I新聞紙lで初めて 広告 という亘葉
が{史われたと， iう 京都ても同年 11月.








いる」また'IJ11 ~ ， ミ条守町|何人に竣工したレ
ンガ遣の家.i.llO，y，:t"Jfiの以上にはりっぱなU~';1 
陪がそそりたち.人きなγf伝効果をあけてい
た。l.iJ~I ~* ~ilでは B，f ~J. lIr 報が!R};t Þt以I会社の
:ω主に初めてHitf.仏刊をとりつけている
l則的28 1:J文部で聞かれた第阿国内国勧業





















2 " 1t( 1949)まてイF私した
第6節 1リJifi後期の;j(観沿
さて.これまで明治後期1.ボ都ては第.期













，L、 1'~ ，F HJの I 1 ~、 J瓜みし冶 止されている
本37この本は1dt戦争の(I~ を挙げての戦時体制
の'11でJlHJされ， (1'粋 j'..fl:的な、'0品から，技






















の ill~正は t'lh'A院て日1)"探択され• *J，~ 、て来品
院でもIJ1.たされた。このilぷては.技がl且に
は ~正史的?術的!致;;:的市))IflI -渉リ テ紀念
トナリ行，':11:トナルヘキた然物 か)I: ~;i;;に多 い
が.Imt( iやj~迫佳品， ddぺ改1:・ 1:場のJ交it
等により岐i毒されるものが近年非常に多くな
っており，政府はi生やかにf~作，:1-凶lをたて似
イfせねばならない.としている IciJ年 11 ) J 
には 「 史町天然記念物I~((.協会 l が発起し
機関誌の先行など保地JL1.惣の1・i設に努めた
しかし実際の[I~の保イf胞京の開始は大11 8 










































都1改，i;iを必要としていた。政的は大JI7 fl ~ . 
165 
東京di[X改1条例の大阪.J;Uftl，名古屋.棋








人1811.の者1dJ;J !iluj rl~の制定により 1;(lUの
保全.形成の制度として風説地i凡人~~Jl地Ix



































ある。 また全rl~ 的に見れば， 1本の資本 I:誌
がl則的から人1即jにかけて.2、激な発民を遂げ.
人1の1:1;"1 も1['が進んだlI，yJUJである !.R J;(を
室主)j・ J;i都の人r:1ft:移
山川也1.2_6.I似
lリJifi20fl 1887 26-1. 559人
lりJ7fi2fl 1889 I 297， 165人
大1~) 1ト 1916; 591. 323人













正委H会か組織され. 1 2} Jにはrlj'区改J，没

























のH民は ，I~.~瀬川保イf 1，1¥日l会 を組織し本40保
{{A動を始め， u I u自lを倣[1させるのに成功し
fこ。







山瀬川沿作のH 1.(は\~~ 9句 1)-j '，1，々から羽名
前動， ，lil~大会のUIHIr， r 1 
'，1; 



































































v;~みの床を公止した このような府のU1 i~l' に
対し，大正6年9)1.本)í~IDJ.先:I.BIJの旅航.
rt座敷業者は 此の納似体内こiN;j(を辿ずる
守のe没備されたし j とJUに臥↑fjしている JjL 
(1 :，丸太町橋から lì 条大橋まで鴨川の由il~沿

























































5 1 li15， h .1 !-IlUj制度の曲'¥1
Uijj& .i&のように，政的は大正71ド，氷点
， hlズ改正条例の 5 大都市へのi~f'm をきめた




大1811' tJ J・j.都，1i.lI日lJfiL ， Ij街地ill~~物
71.;がIli]時に公{fi された。 この都市計向 11~はI I
li15 ili叶l面Ix岐制J必 (2)地域i也15<制度 (，Ii街地
住宅島物法によるもののほか胤放地lえ j瓜紀地










































封地医指定(附和;)~f 10) J 27 f H・t. おし )ll ・"iY~:







































か司たが. I!({干15 '.1:には5liB di22地|メ. (i-




(; 1 >;t抑制rh.;1-llJf 1メ城の決定
IJ，&のように， };(都市は人17 '.r~. .!~U;( rI， 
|メ改正条例 7)\:~ftJljされることとなり市役所
に，J'J合ぷWrlilx.改rI係を設けた 3 また覗1fには
rlilK改正委u会を組織し. '.I~~こにはその Ih1><; 
改1.没.;]カ〈内閣の.i2."Jを受けている ところ
が:~，lAJ)二8"1 I J1 1.都;rli. I fdljil~が胞h さ
れ. r!J[メ改tI:委n会は 都市:nlhj点姉地Ji:蚕
H会 に改組され.改めて剖Ir J tI 幽案の事政
かされることになった
大1:1 1 'af 8 J-J.都市立li1ltjJ;( li15地Ji委n会
はJ;tr.nの都rli.llhf Ix域を決定した 内条九九








北ヲ t~ スノ穿;'e.;スルモノア/レヲdメ たから
だという本68"1'1然的;止制，陪!と的;式観の似全
を JJ(都の都 rt~Jh曲lの重要な 1' 1 肢として. (ま勺
のについてはその申訪と合わせて風致地Ixの5.、|ζj也却に於ては以 1:1こ剥げたものの外.きり打ち出しているわけである
たとえ許uPIt，ljができることとな勺ていたこれて1尚相、可風致の秀てた川があるが，( 2 )風説地区の初指定
、可時ば建築物の~~i . J:t;?.改ちたてtiについては.はilて決定せんとする都市，;1向の公l札こうして， B({干14{ド1月に1mかれた第10匝lj瓜致地[;<:のfH定2 6 
市街地住築物法の主務~であ勺た!白需察 ~iSill滋覧迫路て干の.ll由1とl則iTして指定するよ
築 :1:脱却かh~t政 fji政凶l も関係していたのて'あ此fiは以も急を要すると認めととなし，
千Itlilχ1(配inl!{J11，;，ljには付近の現状|χ1.るられる部分のみを選定したのである
、'LI内l似1.断面|札ぷ肝配色位lて与が必を合). 
~;~ 1m l{i総合資料館に f~(i要とされていた*75このJ;~mの風致地|メ指定は什会的に人きな
されている、li時の申前市組本76をはると，いわ関心をp'yび，各新IHJにlf:日り1.げられたし








場入れし彩色した江1(I ~記|やスケッチが合まí.!t築と j重U~J ・ ij~ lH.illi '(!15 んで.片岡安経て. IJl2) Jの第1)[1口]委μ会で修IU長がn1決そして人rI151  ，地lぇ指定案を内務人いる
ちょJi;iB'略.ri:作物についても.れている(都心の風致)及ひ松~ïJi~光 ( 風致夫主Jtと illそして.翌5if 1 )J2411.鴨川.された本72J;( 1m t!iを中心とし委u会はlhに内fいした
うちん.抑制りのアーチの彩色|χ1(ijて与も成ヲ築)苛の.Q、見を紹介している
なお. I則1勲によれば51r.2)Jかている*77この地区指定と同時にそのuトIJ中aiJの f松
ら5)-Jの3ヶ)]において訂:"1 1出件数がfi0 等を定めた風致地区別川 (1什令第6日511ニl
件であ「たという nこうして明治神況に絞2 )j)も公布された
1)挫築物風致地|メのA司のJiilとしては，/1、いて今]"14で2番目のj見放地|ポが誕生した
はなるべく 1J1.jf(:趣味をmし， )-I~似の J~ ， li.の大な1'1然的jt制を '休(I:jに保イfしようとする
色.ilIの色およひその材料はイ1*のnみ趣味その立味では仏九本絡的なJ!ID.f5l地区であり.
2)1 ( J;(郎liD をt~m させるように努める.といってよいだろう
J""U II ，北山て~，を中心とする約3400haの風敢地て守!比IJ能の樹林地fi?を地Ixの範VMに取り人





































3.第 lに依り指定選都する 1J也に接擁する3. 1地の利川化が風致より州米さるる.4，)JI}r 
所で徳にj瓜技場長要な判所イ.別~'l:地 r~.~級11:古地
























に介わせて附干1(j 1. 7 1'のかlにわたって
風致地区が拡大された。 L1J地部として東山の
*-由及び稲<;nl.I¥!l糊.，対応など.平地部は








1j: n ，山 I也、|ζ 地 ri，J川
る.
M 
~~ 1次 5.1 2981' 356 177 3513 
司
部2次 6.7 I 3620 863 4483 
2 






















































































~~ H 49 ~ 








1 Jx: tl~J1~ ~'， j品
その他雑件 159 
62 
住 1. 2共 都市計l何点都地)J委H会
京都府におけるJ!I.致地lズ取締に就いて J9(1 













50 U 1 36 
36 1 1 36 
36 1 1 36 
50 [ 1 36 





























l級 3 6 J(まで
2級 5 0 J(まで








また， -* LIJ .'rt(の1!1放地1>(取締基準は自({fl 













































































































また大1-151( 5 ) 1.氷山将"I{塚を終点とす


















れている そして. li.Jrl~h~f r脱}tIJは第5- ::;:~延
長Jl地Iベ(第136条~第 142~長 J において，地[メ
内の規制を定めている そこでは地点長官の
柿阪で 1 イミ過切ill~物の除1;11. 改修. ~J.l.t ul 
変.¥.t!. I ~ 建築物の山さ.+r ，:':)):(.は外壁材料此






















( 2) Iflrl 夫と都d1:k協会
ところで.:x. 7fJ!地阪は風致地区とInH基.大









1m I X.u)f冗会をtiめ. '~Hr 10Jには都市夫協





















・ J~務 I， J は*J;t市役所内におかれt *;1(市は協




( 3) ，~U;t. 大|叡て干の史観地[>S.指定






の内・J~.f)5I')r ビ.ル役1. 中央ïiJHh. 公館.白紙
1 'i::fh~~ の特別の比じて柿別を設け.挫築物
の I'I~ さをr~~ト?自(J に :I，iJ~l~ している 附布]9 11'，1 
J 121H'J舛悦)j~'.' Ij 、 氷点都1JI"I剖夫観地|メ
.ー








とえん・と ';s 川 ~;dl'という[司粋主義的考えんの





















IHJ 6 J 1の..1125.62haが指定された 街路の
他校や IXlrtlj作1'1'の巡JJ にあわせて 1:地の f~:JJ立・







3-11J ~. 県令による r t'jJ ':守山城及t-tl苑地付近伝
子?制限 4こよりJ:!制維持のil築規制iをはじめ.
人113 1 1 : 1:こは市長による ~ t-l五都市JJlml樹
、・1.の "fi馴• IN fl 8 ~l~tl<院の 大ド~都特別中地
，nïllri ~~h&!Ji.1 ':;¥"に|則する佳品 守. J~l地~.~貨を
進めていた え制地Ix指定はそのてだてとし
て，ドl'~I への i 叫街路，参i且と鉄道沿線の (.Itl
側にI小川ドIJV立の ill物 f~~ さ手指定する 10m.20mの
f~.~J立:J也|メH1i.EとともにiJわれたものである
IH京総19Uil;が公布され. I司民徴m令が発令
























h条. し条人慌の修J1R. I =.~佐治路の 1江西liやWl.
lリl 士r.&I~I' に大きな資(rそが投入された また.
l昭和t1"1 道路舗装10ヶ1[1I1lbj がたてられ
た、ちなみに昭和131J'.におけるふ都の迫路舗






















化デーを定めて "バ}rの R化、，ì~ びに美化忠也の
持及に努めたと，l-うゆ 日体的には河川1. ì :~ 









れた 凶722はそのli1Iの5) j 30LIに川山公
同の点都Ihの公凶・J.務所に集ま った会議参加i
ti-の寄せ内きである (lij京都Ih1::観風致事品


























いを感じ取ることかできる じ勺さい. B{:fU 
141r 6 n 1011. . 1本Irld有文化の保持lお抑止






る・j川lを審議サるもので. l ， íPI~ 7 J J 31のめ
1 t.il会では，
1. I'H~' 文化の妨l似の }j;þ_UIやj
2. 史~I't名勝の{足(iVM誌の HU;1m fUJ 
3. 本r!iに適応する文教振興jfi主11M
-1. 制)Uil>rliとしてのんー策Ulf"I









i~.;J I({ fl 1 6 11 ~ ~~には.J.lè. 1 t~ はム、J' 洋戦争に突






















的に i似拭全しようと寸す.る l風亜或u致立j地也 |収兵カがf匂iJた:~~定むされた
t 
k4#1vftkを千秒存制侃仙ilし. 1'1然樹木の f~イメと共に .)X JíßJ!Rlの
il築J;L~Jlの保持μ )Jをはくした ， これが呪{l:




のJZえんにsN:f1l初19以降， .I;~'.I;: につなかる Jrt
地のぷ制税制jというIq枠 i.:.i邸内なJZえんが)11
わったことをみた ボ郎て'は DNfll 初期jに ì : .'~
街路吋にλ制地lメlHJ.eの動きがあったが克.EJ.
までにはう:らなカ、った
昭和101札のムサ((:ijX"{t 1'; ，ilになるt-'!Ii I!J 
のJ::制や胤致がますますりl枠 i:.1i;や制九・H.主
との，~jfの中で試品点れるふうになったが.
iìí~óèの忠化と Jtに J!lll投地|メ :'.IJJQの件 J l.:てが. エ
酬も風見も1:lJ:Hiとならない状記となった
'.:]7 2 1 点ボの k制地|メ指定凶 Pti fl H 1，. ~i ，1 fl1': IfI出ill:lj!li!会ぷ総会研究守~!i;1'1). 426 


































後111'しを受けて似{(.，こ J~文J.})した内 そして. こ
れか大きなき勺かけとなって 1，都f!t!.{(.tl~が制
182 














20 11.IOJJ に ~J;t r.s似興対浪協品会 が;貸出!さ
れた.'J~より始まる rhbと弘前. rh可産業， t1iK 








い. 41)J 1 f-.t'). (135. 6ha)の融開跡地の内.













から， ;;t ?t.ll.を i 二において all.j:~:ÎJÎj スタイ jレ l と
したという判06
あ2蹄l文化観光都dl柿:tJ.l.と ;if槻{~令
2 1 ~;t /lll l t4隙丸化制 ì\:; f.!ídfilぷ1、の
:I，IJi: 








べているF また. l，iJI:3) Jの，Il会では ・・・
これらの文化財の，1，典史を祈かすj品開の;;:制
をはるに.山紫水明の1IはiE山と化し， ilJ J;f 






似明~. ・・・・ ・ :~ ，の，Q:はがiliへられている
判07n )江川tliはすでにUNfll23q ~ 1 OHに文化'，J
を制九'，Jと改体し.制止bhl.取を強めようとし
ていたが.議会でのこうした議"命も跨まえτ
新しL 、t~lìÆがJ欠 :tiにかもし 11\されてきた
そして.I{ fl25 il去に'oJ¥dl弘法で r)託行1;




















JI.f ，! J. i~I品 ~Il より判に (rlh{If，のある物に
ついては仙助金を交付する
;{l _条城の格í'liその他，h~í'l~の文化財保U













噌~~.~.，・ しくは除l;fJ. U也!日目の変低竹ノト l
(jの却の採lUその他文化制光資lIC!又は文化制
jl.hm，;止の維持保{子に片しい民王将を及』ますIltの

















JはuいH日行われなかη たE 昭和301'i 1.;後、r，
の兵制地|え調査の '1 1 て X2 Ml地1)(指定候補地I~
の検，:-Jと合わせて. I~({.対象物{![:の訊別と ill
i:が氾められ. ß{{ 干1l 37il ~に令 tlí85地I.><_につい
て指定紋怖とされた判12が. 夫花見地lベそのも
のの指定の頓伐と巡命をjCにしてしま勺た
2 3 ~矧j也|ベの倹 ，;，J
DtHI28il'4)]にImm;された郎t!i.Hiul部会のお
る 1"] 会訟ではJJ.観地]~の指定が議題となり.
'J~妨 J， J の rli占1; I1dll曲I ，'~は ; X5矧I也|バに|泊係す
るli弘法相法， l~iJ ， Ii・ {jjj也 ill果物訟の1)，d\~ を
資料としてt足:11している また， l'iJ il~ X!li，.l 
184 









り{お1;をめくる '.LiJ の j民放は~\~"{t'1''&ひ'i!，¥."ft
l任後の拡11e:等により1雨ましいまでに破地され












1住l主:む足泣l 島肪iド: '!I'ド，.~下4将L午引'H校立がI(は，11川:J小jれトに~:札航;2r弘仕Lf品広;I汁'，: 1付予イ不〈 卜分を談1川'リ




にうfめたという判 14。 風説地1~)Q JlIJ は戦後の
彼抗にあたうて文体を十弘化すると共に1¥制
Aの内容!こ「いてぷ掘に胤定し， 23iJ:の改JI
ではfr t.~の点目指の開心の北幼を加え， 2S{1 
には胤地地[• .{令.t~についての，/r1/ J).IV'をWfi，'r. 
した
て，. y. 
争P‘J )~ dJl，:'J IJt地rx:J~'.i_:叫If{ :t~ 昭和28'1 i'1'製
同別 地1;<のruお
~l Hi 令公向li. II~j).I d，b ).えびこれらの
I' :'.1'.されるili.札的il築後j1メ







2路上I:('r物. I.l除. 14~ 除
:i以外広作物
1 JじいJil誕の勧交
筋2同 1'1然{ド:J. Hf史的I沼I克にふ1干1 1 ，':; Ji ;I ，IHJ~ 






rfl 3柑 レクリエ ションセンター 1-，:';1.立:1，1)限
又はj孔放地|メにおける風設 住染物の1.bさの故刈限M低限を広める (1ベ域
xの t~ ~ 似似ノトを必要とする を分けて)
(!1Ix 2 その他の別制指導
(路線八iえはfJI-tl式) (1)住宅島物の保式 ì二世~1:.1て1Mのイ1.1:け材料と色













21 山林の {!tr;::は~，~伐を .，þ:行とし.波状fi?
特伐を{井川する





























都 dj ，;t' l両訟による，IH!r化川悦I~域に吸収され
'i:i'Hm火保誕のため. J;t fli dj内の詐辺地IX:に ていった
ついて3訓，件目IJ.It!Ix.について 7;'，~Jの|川定資 又.ili:畿闘の保令IxJ或の作部dこ閲するil、fltの
応悦の減賦を文地した。 ~川を受けて. lill.松JG.入山里f.~醐の
風致地肢はHfi利24.25の21")にわたって.深 などの各.~15は U{HII ・14 ~I : にili:企11緑地保今lメ城
市.挑LlI. f龍ヶ崎.鞍ぬなど約1500haのlぇ域 に指定された
を綿入し.合31'11.208haとなった。このうち
東山と嵐山の1070haがliIJ.iiliの特別地|メに指定 第 3 節昭和30~1 札の風放J1制行政
された判16 3 1 胤投以前HJ 政の ;;dl'lldiへの移~(
戦前からの胤致委H会胤五eも戦後佐川され Il{平131年，地んr1 rfi位、の改rIにより政令指
たが，昭和24il'-に J.tl放審品会 に改組され. 定都，bの制肢が生まれ.これにJ止っ・き. I.i) 1 























3 2 J.瓜致地 Ix'の )J.，. !~I\ と辿OfJ
IN和31年に"itけられた;tfl rlJ J~l致地|メ)JlJlII 
は.それまでのJJ~liI J(jの胤主主11政をほぼ断鈍
したもので.概ねド心の内作であった










2. ，;'1" IIJIIJ5，'j 必':~ ~ j l.~ 
-竹本 1:イiのfJiのほlU
-住築物そのl也の Cf'l・物の新築，改染.
NI~. 作札， r至iι 変1!:または除11




















れつつあるが ~Jt都的なw怖を持ち， I，'，j 1'













e司本dが4吋~\会に 1児L羽{体4本正的京i判'1 について"科削|ド問!日吋~Jし. 答1]1を

























えれていたが昭和137 1r(こは j瓜放出が投ìì'i~ され.
187 
. 
風致i也 1えにおける住築物 (1・J'~施，Jtを ftむ } の点 uJ)f>堵
地域後退- tLzt 快向 + RRMllの処珂! φ I:I~ m IJ日 ~_:;;_.その他 i備 宅
fl J!T.t 地似IjJ~ りえは勾配J;~ 似て
!;nl 冊目3m (点目1;孔)，H m 1'1. じゅらく flJ!I!l ~.n色 Jし
以 J 1以ド. J1Z色の11IFJi-f，Iii，l竹JI.'1=.Jli 
干1胤 [ i 等を{史川する愉 J~~広こえは什刷

















勾配h! 悦で l 竹JI~ ， LI:)li 






第4種 l て干IJ孔 11 5 で干IJ瓜!，U色の限りでな
以 1: I以下 瓦u い












hel. J;(都rljは1Jil f-haで全(1の約 i剖を山めて
いた
3 3 以外/1、;i，物の脱制の先'よ
以外Jl~ ~作物は iì!~lìij と iìík/ftl"1 後までは li:(18 
物取締法-により、lJ足並I風見の維持.小宮市
扶昨の特f.l. :i牛許J'!J重u討のf~ t!i. ‘ 1 1iι'，IH)jl 
という比較的!ム胞な制点からの規制がhわれ











Jd制~Jl改の移11・を党けた II{{干1131 1 1 . 11JHこ払IJ山
され.以後峨政事説会てがて'JL休(I~.;1・IJ)~;~f!の





;fi 1純 Ja.l:泣地1>(.i u.':'，1川地似て:r
r.f~2 純 文教地lベ及び風説地lベに準ずる地岐








1131"14JJに必路 上の1.~I; t答の折u交は ';~:IIJ しな
いことやネオンサインの色彩の指導等をは じ
めている さらにsNf1l331j:'6JJには市屯屯nの











のた 11 :物件の)~jV;を iJ，とめる胤1111を公命してい




}j、 ~ 'I.:t i~I1級事1l1;は 1I{{平1138年9)J. 厳しい規制
は近代初dJの党以をm'，I;'する と決起大会を














必要な もの !~.公共Ul体の条例で定める と
脱3とされているr.IjiJ jilの泊り.戦!IIjのrli街地
也桜物rLB ，ÿ f\:にえ;制地I~ が指定されたのは*







































態及び色彩の指定. M~恨 ・ 外噌材料，外収f1 




























I J を必;~している その他をまとめると下a記
のようになる
丈制j也(.xHl別 ) fH也Ix 2陣地lメ. . 
I'J 1 m J 1m以 1:
j也 U:.~ ，，~ 5断以 上 13除以 し
1・J e't m 20m以 1: 1m以 1'.
守
紐 Mil\I~'T数 3附 2 1lt.~ 
干11NI誕f'i.: 5附以 1: 31l'r以l.
まず. X;制j由民を l同地lxと2陣地|メに分
け. 1 H地lべでは迫路にItlするIU1は1m以上










( 1 ) 総合，flïlbj~Æ と都，"美調査
次にu(tfl a511 ~より Ifiの総合計画策定作業の
中で組織的.総合的に夫制地1.<の晶子kと検討
がafiま勺た




すなわら. r.x，) 1I Jj(j_且，ll'lhJ. 都diX， トソ'j(il，
中央!IトJじ Ilì~~~ 11S仙，d ' llhl ，え辿の各調査部会.
後に地域;)Jlj:m公布を品川し検Jを)JlIえ， IfHlI 







発に議治され. ß{{干113911~71J に 「 美観地料品世
刊行内 かまとめられたが. ~，'i I"j後iAのとお
り1:.制地臥のni'i.i:はできなかった 本町Jでは






L 主要街路悼のI'Jf~11位 ~I~ L 'l!f街路. i虫










ロンドン， '" 1) ，ローマ，フランクフル
ト.ベルン{也
咋の4組合かhf;められ.つづいてn然環境に
剥flする色彩， iuJ川xi化対策， iU: t ・アーケ
ードの調査なども.lIlhされた判30



























































史観基準j[f路 • .krulJ~ i~f! .'.'!. とし，これからの
民望域を設定しJ;:7rJl1の制限を設けること.





地における街灯. '，u:H. ili路娯識，公衆iμ';I~'. 
橋梁，公殺{史J1JT~~は協ぷが必~であるとした
こと，




成にとって 'E~なことであるが，現行の ~;t1m 



















て品明し.ハ地lx<1!t {{. O~J X制地|え)は9地
iメを!付地4λ ブロ yク払〉に指定し r[u砧は
が-J440ha. 13地[x.<新しいfJIメの美観地Ix)は
17地似を情状(路線沿)に指定しt ，Tn前約96



















15.¥:;' JL 16御所 17JUlf uij 
18*本剛，tf円以都駅 20制川
21 -_条峨 22阿み原1ftふ 23御池
24 !J~条 25怯ケ附妙心，1) 26点、T
眺守lJJ~' fV:道路にIflする数j也Jこ柏 dJ術j也における家故の喰然史をf!}
明 Ifu 樹する守i也を求めかっ明1(11 をそ 』 るため付!隣の ll.~Ifnをそろえる H的
ろ〆，るためil物のIjiIfli は後退す | でぶ|後退して前 IIIÎJ:.~ を北ける jt
る !準線をつくる
1'1然 j見 jii と Ht 史 (I~ ill~ 物を).~H!， !-Ili f}J J也における家品の ~f!.然来を f!}.
械tfJのiti，:'~ ， .i.色路より辿望するIL;介イ、快感を るため眺型基準iú路に沿う~物の
またはItl低 !ぉニさないよう IjiI(!i 1メ域の家w-. ~ 刊のIは，'.;.)(またはItl.低 をおさ
与のl止tfJをおさえる iえる一一・令 ー・ーー一一環境の前ち品、、た色訓にとけ込 Ih街における家拾の秒然史を得る
外llfの色調 ませるようlベ域内他物の色彩を ためIx域の控物の色彩を・部制限
. :m:hIJ ~l~する する









il築設備 也物の外峻に接する限冷I)~D-. ，j(迫1-・排水管 -U話料t・煙突の頒
をh正午Ihiに取り付けることを制限する
石板 11'1然j瓜Jjtと陛史的il.is.物を眺望 Ix域内の家、It全体の特然とした以
~I; 1M し するとき 1障りになるので祭止 IJtI~~をこわさぬよう以内をきめる
史観I也 lメの制限・J~Ifi }丈 夫1 IB 
1半{がすべきn然I現地・町史的
也i物に協調してゆく lズ域
11UI制、，Ij: 2知思院.it'i Jj( 
地い 3 ~， f - ゴm-:~: 4間側
5.HtIJ 6U' W.，1) 
7~モ附，Ij: 8似時松l己
9 tl・









*~)\物 + 1二欄とli，Jじ日的のため以守1俗・J1HJ t{\: ・ 袋飾培に定員するものの~，~1-冒 一 一ー
す!日lじ-く;;;教的像 7 記念限に頒すー -迅路や~飾広場に控てる五百百~保
るものも|分吟味してIJのを決 のほかはlr.JI己に准ずる
らL4る










( 3 )美観地lメと ill?たJ~;'t(:?去
そして. l，iP112Jlにはた注目地収制定につい











この H時年の質問J引J~玉項の f抗rおï 1 .1:点'，江
q堕そによる速蔽のj義安妨化や蝿，突交. 自主冷}j川の管




の I!~ さのi止 If6限.M低限を制限できるか，で
ある これは 1角度地|メの脱lどによらずして I~'~
さの制限ができるかをIlJうている 第3点は
挫築物の略伝や~.I二I:作物のω さ制限ができ





























也事Jt;~I!訟の 111 吋 I，Jであ「たけれども. IJ払
68条 (kMl地Ix)の解釈について多くの淀川
に何 ・つ詐えてもらえなかった lと発Iiして
いる判36c J;( lis IIiは '~III{{ 干1138 11 ;5 );] にあらため
て桂成行に ‘史観地Ix条例(，'，t悩) Iを持会

















ての従来であろう向この f改めん では， tf~ 
l 条の )hi~I! i:tの r1(10に rlrs ，!Jにおけるi!!築物
の Jf~!~ ・配i;~{ .民主I を加えること.第68条
の r先制地山内におけるil築物の敷地 ・構必.
又はil築設備に関する制限で弘制の保持のた
めに必裂なものは ・・ lに 形態・なl'で






























































































(4)点火)'1ド他 ミ研究引による ，;( dl X'!1，li ~1h 









ので.八， :~il 分，thlhj 現実汁(1i， B_地|メ，，1
1¥.1 m碍.[(i1hi， C，全体，1'11; 構想、計Idl(の3
























l'}r.(~ " II( についてもJ1j1念たけでなく.現
%のW:IIJ立や社会経済条件に即した実現ん気
を小さなければ説仰}Jに欠けると忠われる






















































































































5 ，1 }すトlilf 究~そ ! J;~ lfs Jfl r b軸J凶i
(4 )の r点都都市+tb.;hlUj ，は(3)のkJtJ開発
，ni1hjの検Jの-環としてJ;t都市が米大月下位
二教段のグループに研究をf'，，[したものであ










































I品住~~nt-向先 /.<. 0 判例{単勝会，的の ..Iïllll
に 美観j弘主主か破j婁される と絶対反対




'it..，' 午の名 1協 ;ii 在IIの似 4せのため J時[・J~を









以制に配慮しlI(nIl 4411 ~均 l工、)
このほか.伏見峨 .条J成Ijiの14際ホテル.




























O 2 ;;(制タワー I:J氾j















































対論か掠り lてげられ.州1， ，h~./~ [，Io紙は反対






( 2 ) 也 J財fU1!:側の ì ::~J<
j~t Iflタワー ， i.ß J交をめぐる~~"ftについて建設
m~進側からは杭~的な発，:は少ない内 これは.































|則子地すことになる ( :~\ f~':; さが品すぎ • Ji~ "1 
の;;~7tlJ.1'1みに大きな彬判手，}-える けエッフ


























wunを求め. U{{f1l39 ~I' 1 J J 14:1にその合忠、の[1
1与を得てタワ一部分のJ炉供it['，の(i{f，~をおこ




































































































1'し人れをし. FI本史研先会({にみ 林J~IX 
nruも11)]221 J. 文化財保;，i{の抜ふ的な






f~全及びlï~'Il'i1い Lげを融制した，)( fil1'i. 
文化財保A委i.l.会は. ' l )j.lLU~ti~と，íTIJはしな






























して. J;Oft;Jij はえ化JI1i~ イFのためにn寺等へ
flHIJ融資することを i1 (I) ~ーする 以倒的文
化財似説法全を昭和39~I ~ (1964) 12月に，没
Ili~ した。 j;l都k'.fの 11\資金のほかKHUからの~
i・1・ も~~め.融資や伴先・J. 1:を.dtめている










J;t t.'li rhは当初. li・の1日分を似イf圃し山麓rmを
1.科大っそにするとの:j.X= fi側の説明を f承し






































|湖、川本交庄は II{{干114411 ~")J に域 l をみた
この迫・路・J.Jkは 1:地n似においても. .fJU)~ 
204 










































ん 11 そ制 ~'{し.必要ある場合は. L地方を似
川し う る二 ととしなおこの :J~fhがl埼京的見
地からirわれるべきものであることにかんか
み，その'iH、しけは令制Ij1 JOHi'UIIとし.紺叫





( 2 ) I片都 !~{iWの成、・1








は7，r.党止なった<' l~'都を1・れとする [14比 1 11 ，;識
も借り 1:がり， 21 jには出品て文化財， J瓜放J出
1><などを似令する，'01.を検けするプJ向が1¥さ
れ.3J Jには r.j・都における慌史的風 Lの保({
に|則するd、fI~案要綱 l の IÏl( '}'tJ;r来がまとま
った。そして81Jには Ij~f'}'l. :.党jしいiJ.aU従本
Ji~tて' 、工法化することが雌，LE され. r日PI~Wぶ
にはuJ決IJI(:¥'f.した。 l:.I1!の.'i1t 、 lニげ祥 t~の II~
w臼ll_おも4.'5(現(rIよ710)というきわめて










7 3 .1 Iftl I単作法による地1><指定








(Ij ，ct 1日J~I 12) Jまでずれこんだ。
( J )慌史的胤 L!足(f:lx域の指定
出・都1ほ{子11;では保存の対象とする地域を球












































あとで. 什離宮は修学院眼目と "iH~の ~H~
を持つ断史的選産であるから.その保(Oiil;
について検Jを加える必裂がある と，;-~して











1 -_ lV支NI~ 1.. ド鴨神社.御I'Jr，条械. MI 
3込必て与をなぜ|メ域にいれないのか!といった
立はも1¥ている判6 こうして.恥史的風 L
f~{{: I><岐は HH干U41 ~f : 12 J j14 1にil，没行以来と
おり5.65.thaが指定され. B({fU .1~ fl;.に 1-位/i.
松ケ崎j也いが追加され，介，~1'5.995haとなって
いる

















































f.'i をH.lha. 必.1t;純'i~を 119m.川と也13i: している
地J世1企ft;との折衝などを粁て品終的な点都
，b訟がまとめられたのは1It{和411f.9J ド{Jとい
うのこの'本では. t 1:.人J;t. l~!f~地[>(がはず
され.、竹初.~，-はなかったI'\!l側J也 rx'が加えら
れ.{i-，: 1'2. 000余Iwに*j(j小され.さらに附干14






































I.I.~をjÆべている ♂ また. r;dfi Jj.j教変はこの'，'i~
で，文化財保"霊法だけでは控ケ聞はγりきれ






















ついて. ( I) Lfll 、?と位。ケ|喝の問は点制 1以~.
Iq迫がAより人家が辿則しているため完全に分
間iされている l ゆ嬰ケ問自体を独立した特別
保 {1地 i本として ij~えると.肢史的に主要な ill
.i物やjlS:ltがあり.それを取りまいて・体の
町史的風.1-を椛成している必裂があるが.そ
































7 " 小手，Ij' .'，1/1)保存訟の:J!題





'iH 、人れ.j白切1_~fl1tt )'i; l1pすることにより.
1'."仰の県史的ilJi を後代に{ムえようとするも







，' IíIlf~ イd1、の I('!.t!泊について . . tJ5察したい
その ~n 1 (~Hf:イfー の対訟をほぼ1'1 然的 ;jl在日に
限定していることである ，'. r.U保(fi1ミカ'lI'{拡z







J.I[t1 -.:，:.をまず挙げ.持つ2院 . 1 1: 離'[~;，挑11.
n!lnNJについても1，必1，(こ検，iJする向また市街地

















.h. t:υ;! dl. t~ JI' di. HIIl.G dJ. 'リJU丹付が指
定されている IBJWはこのほかの地Jiの町史
郎 Ih が，lí IíßI~~ {i iLの適m対象となるかどうか
であ勺た 山部{栄作訟の成¥'[.、可初.平泉や日
光. ).太¥')0Jf
j揃H'~定主 j止Lνi司柏1V快11にある 全|い川iリ的 . 1時代を代Aとす
る .あるいは 1 HJVJにわたる lこJ主勺する
かどうかの険，N.};えひ司地Jじ・jけftのなかてヘ






次に It正史的風 L についてであるが.山




































































IJH のt'l然的 J;~_'ìJl と ・体をなしている人文;;:制
は，慌史的j武仁I~仔|ズ域の指定J止検第 ー ・の l に
ftまれるものと忠われるので現行の法相はそ
のままとする" ，とのw門委n会の報公を f
















な文化白"がi~ とそのJ.'JI明の1' 1 然的環境が・体と
な勺て 戸町史的胤 1:. の似~な部分を構成し
ている地域であること"121・・ %。生地域にお
ける也誕物の新型 '.む地の JiJ. /~x~;の行為のm
制その他的判i的に 朕史的J!El1 : の維持f~ イ;.
の対策を講ずる必1!fのある地域てある'と
:t li剖都1む)I巾liバIl'I川|






，Ii lí6i~ イ{f1ては保有 lメ域(--特日1]1呆イ{-1也lメを
liめ現状変反行為を胤制している このうち，
似イrlメ域はJil¥/l¥制度をとり，その対象範VHも




の i胤見(制制I~附目川lは j胤乱3銭主地 l以ベ凡. i他l!;築長jル止μi平v炉杓tサj法Lι.文化)川lはt村{似I"
y法i止=よて~~'-r小引rイi他山t法lよ:令にまかせておこうとする 1態8創l住主であ
る ‘:J下jド~(賓実J足ミι. i保足イι長tいメ域のt術H主孔記i己:にあたつてはその
以ド地として}胤瓜致地 l凶忍の J指rr~山i己:が 2虫安tz.JJ清荷される {似













































~~:.(こより'ï1 l 、人れ 11 1 し 11\ に対して数1111'Jの
待機を1:<;i'l'することが通常となって、るF こ
れに対しては'i1い人れf't)の時保に努めるニ



























いp 本市第2節， 3 節ではこの特別仏に).~づ
く .x.化観光保存地区j指定が検dされたニ
と.そしてこの過程でIJiび史観地rx:指定がη













. I米作的m叫J也[)('と.. ~Ii しい{!rIメの λ制J也
lえ"の2怖を，改定したこと. :r~ 3にi制|二i


















!A¥o. 7 節では i昭和3911~に起こった J;t !ní タ
ワー ill ，{i I:~1却と世・ケ|瑚開発問題をとりあげた
点都におけるよ脱挽な開発とj;:械の保令IBJ:1j
がdJ1止のみならす今11的に人きなi地心手P'fん




とをrli以. ~'ll"J ~C t JJ改それぞれか即筋'した
こと.後の:-¥T T'lW波路.:I，ltjの敷地移転.さ
らには市街地;jf観条例のiI~IÆ. とりわけ.









本1 JI'i'r 'In ~;um御ぬと ~;'..ml御所 かんきょう .11980 (UrnIl5"1二). 9 .ぎょうせいFIJ.
p.79 
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*8 11l.ill朔郎琵也i胡疏).I<.，t . 1920 (大19 ~I . ) 
本9 J;t X11'，以J株式会社h十年史 J;{剖litI'IJ株式会社flJ.p. 164， 1939 (I{和14'.y.)
本10Jd_1事 I({ lii1W /f p. 80 
判 l御苑はlリJif 3 "1:からが都J{fが1¥'.iJRしていたが，大内{栄作'H業が光 fしたl明治 16 "1;以
降町内行に移り.宮内tiがその後の整備を進めた 3
判2'('{・林としては卜'.ff)丸ト111.比叡山守阿尚、陀ヶネ.将軍塚.Q-船など ボ都府内-Tド
の資料第2~I荷l.~ p.603-604， 1972 (I{干14711:). 3参!日






部 í~ せ村の白姓 3 名 がtff，tJ.I<，;1 Idlj を/1¥原!ftしているι さらに叫よ・文久"1二|聞には収後間滞
I: '1J1久1討が詑琶湖・ J;J.都i凪船，;1'1ぬiを佳品 している o );i都rli制 IJ;t都の悟史 第6巻.
学 ~II}林 fリ. p.21. 1973 (I{和4811こ)3 
本15守:!己注W1f*し・H'と f長也ilJJめlt).I<1';.(1品.!*fi'文化1:1リ. p.247. 1978(BN和53lf-) 
本16川辺朔郎 長Mi刷出[J.I<"'~: J . p.59 -60 1920 (大tI9 ~IIミ )
判7西川宇治 琵琶湖疏水と川辺朔郎 『佐世ilJJfA J.I<1ヌ:].~& J . *作文化村 IJ. p.269-270. 
1978 (1昭和53年).5 
本18t長谷姑久 山川光 :， IJ;〈の川J，向)1jIH';. p. 176. 1955 (I({干1511'). 12
本19 卜l出新1m 1892 (明治2511'.)9. 18 
本20 h~都附 I~î年の資料 ~13 岳山林 ・ ).1< ~t tJJ p. 6 1 5. 1972 (s({和4711:'). 3 
本21京都附，i，M. 示剖i}f子会'，/!'， p.209. 1913 (大J1'2)
本22街路取締主l.l.J!lJ 明治1911二12}.j911 ~iIJÆ . I J;t!fl;IH 1'111:の資料:節7在 住"党公Jill.illi1，1 
制 p. 378-381， 1972 (昭和47年).3 第5条 釣石肱ノ、地権ヲ ~I!ル ' J..以 l ニ
限りニ尺以内 第9条街路ニ沿フタル宅地ニシテ奥行九jて以上ニ'4地アリ dd!Jノ
体裁ヲ mスル場所ハ J~境界ニ峨桝ヲ，没クへシ 第28条街路ノMI徐ノ、)JノIx別ニ従フへ
シ a人家 r，l~側ニ紅ル トキノ、 JtJ 1 riJ地先ノ'1'央ヨリ lス分シ各)，I}イ1:{'i ):(ノ、所イj1之ヲ分十1
シ片側ニイiソレトキハJt令部ヲ1~[Iスヘシ中地ノ地先亦之ニキ:スへシ ;f339条街路ニ臨
ミタル垣根 ， 物[二又ノ、窓 T持1 て字ニ 1引鹿児他見 Jむ敷n クハ危険ナル物品ヲ i~，'クヘカラズ
*23大1.:4年，現f}川通り拡幅の際に沿道に松佐木.人:1-_ 9 if.丸木IJ.iIliりに街路樹を枠制i
など
本24前/Hr ~;tlft Ui灯株式会社1i卜"1'史Jp.164 
本25点都市会・F務局， Ji剖)"j会史 -p. 504， 1959 ( 1昭和r:34年)
牢2却6 製造場取締規j川lリ改Jl正巨L二 文来対、'.jスルi控1!議 -}μjぷ{都粁杭のl'['I年f
本27~，ボ友都民報 l円99引l年8幻}凡lη25引I日1十付、.j 拠川修 1砂明り別ji治fi'小|ドIリj則切 1 J;点 !江l( 都H的L什:t会のぷ観 lド似問!日勾~J;題i也息J論命sぷ必義
本28京都J!i，fflj， 
本29 京都市~，
;i都市政史 l: p.322-323. 1940 (UNifIl151j':> 
点都市政資料 2 p. 8， luJ 3 p. 13 
本30liJ山点都rlj政史 1，. p. 159 
本31riJ _上
本32 H出新IlH 1911 (明治44年)4. 22 
本3 建築雑誌i第 13 1り， il築学会.p.50. 1896 (1リj治29勾・)
本34I，J] 1:第 15 O ¥) • p. 42~43. 1900 (明治3311'.) 
本35ht都府制 .i; t {f~}f.f (j:ドの資料 !.f~2 巻 Ifij [制 p.71. 1972 (1I{1和471f).3 
本36J;(都tiJ制 点仰の?f'):_ 第 8どを，学工U}林 11].p. 552. 1975〆昭和50:1・). 3 
本37渡部式 [1本風対論の系1hJ伝統と現代
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本38 大事業は1リ1iti ，1 ()'.1から人lF2 1:にかけて胞 Lされた勺その引犯行は






lfb 川 l;~- r大J;("1)のli"dli山!に札て ，p.5 昭和 611~1 1 ) J 
本39 I~Jj生が瓜人 11 ~ '.1' 7 ) J IiI "1，1・1"1委n会"出i'.
人1:1 0 11 ~ H ) J 都副社l由i路線技都Ih.:lilhf'F定年度;切りの決定
大1I 1 :I ~ H ) J lis rli.:1・lhjIメ域設定. )IJ;主地域. ~)j 火地|メ fll広
大tI1311 2 J 市街地il築物訟をrlJ域外の"1>Ii ，H-lij rx.域今城に適川
人113 '.1: 3 ) J 受椛.fiU 111 の脱定~lillÆ
本tOJ;(抑1:H新聞大1~年 3 J] 141:1十jけ，心事
本41J;[剖iIh制 rJ;t liIiの市史第9巻P.25 
本 ~2 J;~ liIí 1 :1¥新聞大"H 12) 1 3 日付け，\l.:J~ r 1:可制川 IJ条以北を暗犯として閑却し去るは
誠に京都"i尚 1，業発泌を地6~Jすることの多きと jb に名勝 j乱致地仰を白けf(Jfi (以翁イネ
:足手して開没せしむるのみならず政的が史館名勝似{{・の大Ji針にヂmするの施策と13.
村HH長
本43J;( li "1史加さんlリiJ;( IíII 山政史料25 ‘ ~Jt 都市政小史 大1*HP. 26 
本44これに」巨る粁過については. 1本円杭 刈瀬川をめぐる ~Ií1 ，il-Ilhj ，;i首下の検川 ( I({fl 
5 7 :I ~ J立第 171りI11 本都"1，; 1-1利子:会 7:i~，i制究発表会A文 1，!_ )に"下しい
本45J江川"i~細.さん ，')i r J;i都の歴史 l第9巻 p.26 
本46 J;~ liIi 1 H ¥ ~fr 1m I({干11117) J 1011.J 
本47人"12年 6J 1 411以抑IHH:議決定 『判)1川川J敬 .0.1W JH故L作物胞必のi'l
本48U{干1I.11:10)J2511J;~ 都府庁議決定 . 鴨川 ?UI 川敷に'r.水久的 I~:;Lふ北町制限に|到するf'I:
本19t; 1; 
大・J ~業により Ðl~'i，t された 7路線
路線科恥iiHIIU)延長(PIH) 起終点







10. 15 2， 9 
9 2， 9 
9 1.0 
10. 12 2.0 
12 1.6 
10 1， ~







人12 ~r 完成.、 ただし.舗装はされていなかった
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本50JI刊条.ilflりには住宅線も"立i.i::されたn 大1:1 2 q~ ~ ) J 15I J;t都}{j~Ii~ 'J¥都426~;.開条イl 段ド
より内条大 ~';f .ii1路より 2J~ なお.人JI1 1 : ft'I;If.; lïl~li点都地H安H 会に肋火地料品k
のfl:が十j議されたが.常務委.d会は次の 2条件をHして以来にft成した
1.防火地 IX ，l安定の hi!i. U に叶りては fl~判資金の融.ilflを i!} て完成さるべき ζ と
2.1'4条.ilflりには住恐械を問条.ilflりより 1J~ !J .J iを辺して指定さるべきこと
本51篠b;{修 ぷ在UI学の1&1とか必:叫ょするもの トノトγ会品.;1986if.l)J ~; p. 54によれば 『この
ようなf.I)I!Jの助となる IJ抜きIl.!Iりの e改1ft'のJiUリは11バ改 11:司，I~川 iÌJ針?として冠成し人人
阪の御堂筋 !;f占1;の心丸Il.!Iにおいても忠').fに守られたu 複数列のぜいたくなM紘fi;・か
侃:似され.歩道恥iHは 1 [道制Hとのプロポーションによって定められた。 九時の"ι，1
にかかる街路の~~迫・に余絡があるのはひとえにこのためである という。
本52J;t 都:以萱株式会 ~J h I・年史.Of{干11411:fl p， 164 
本53l，iJ 1: 
本54j，iJ J:p， 166 
本5 "1時点大助教授の内川作〈は大JI7 il_ ~主築雑誌378 ~;の '1 1 で建築条令の必1ii性を待1 1 1 • 
防火，保安， 情込¥都市のJ;;制体裁のulIから論じている 都市のxi7rJl体Aについては
"Jl~の幸福とr.6 r!J'の発注に大きな l刻係を有すること 』 としている
本56Illis "j，汁両仏第10条 都市計ljIx域内ニ於テハ ・・・ 必要ト認ムルトキハ胤致XハJ!l
~J 維持ノ為メ特_}由民ヲ指定スルコトヲ仰
本571本緑化センタ一 大阪附における胤説地IxJ1 1年制作;'~ ! p. 6 B{卯56'.13)J なお.こ
れに紙けて ・・・ モノデアッテ之ヲ肱任スルトキノ、 1:Lヲ加へXノ、Jt:1:地ニ羽11.心:セ
ザルil築物ヲil築シテ1.0ニj致投ヲmシ悟史的仙1('ヲ州政スルニヤルコトヲ成レタル
車山県此ノ制度ガ1マレタノデアル。此ノコトハ必スシモ伺1"i ，; 1 1"  rj，ー 依ラズ史Z氏名勝
人然紀念物保釘法 大IF八年iJ， fl~ ~~.1 ，1 ~;-)ニ依ッテ Jl ノ日的ヲ辻スルコトヵ tll 米ル
とある
本58IリJrfi 1-111 日の.R.品~.州各参道及ひJtのflJ側境界線より拠行]OIIUの|バ域と外必l'jiJl11 
の付近
本59特別都IDJtu何委H会への従来説明 、fJf'J'i -: r本J1S1，止初の風致地l些指定 ; (都rti/:1地
第3どさt1~;・ p. 169 大1115ij:)
本60抑Ii.;十両束庇地)j委H会 *点に於ける都rlf';lid1jのj也!ペ統制 1( rfl" 1111 全 IJ~ 都 r !JI/:l泊
会議総会研究報 ~t ，p. 418 1昭和~ '.1ニ〉
本61北村徳ム郎iJ.t致.It1!I?(~ について 8({ fl 2 年都市公品 10~4.7.8
本62IJ l: 
本63都市.;rf・Itl;点J;t地点差'H会 p"*~;(に，，~ける 1mIi "llh;のj也1";統;1，1 p. t 19
本64IU(H .行部1，n 1 1111 の.f.1I'，;~と iL ;f，IJ I{平12 1r
本65 仏:~n -. H本公l材対地発注史 上巻
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本661'1，1:火 n本のn然公凶 p. 12~--131 P:{fl 5 (iW 
牢670.坂Pilリlら Il~fi地 [x 制度のぼ史に!則するúJf花 n:{ fl 5 5 ~I・ ~n I1木建築学会大会
乍Hl日前九4会制限出 p. 1419 
なお . この O .~ 却j 文化財似通についても.おりからのイサ;:辺で H 本のよ化財.特に俗l 人
li)r (fの物がどんfん海外に流出したことから.その防止のため[!~I，:保存法か改[rごされ
ている )11. "J~ しか対象にしていなかったIqTを側人の li)r{i物まで対象に広げたのであ
る
*68 J;i XU di役p)r' J;~ ftIi lfIi rli，:1 ~bí概要 H和 1H ~r -1 J: p. 32 
本69 r J;(XIIの!孔政 f~ イf 問題 都rli問題第 5{h '1 ¥;. p. 137 1I({f1l2 ~I 1 0 JlFlj その予定地
何台しては，桶向山以北京I1 .}，停の地域.比淑I1， .'f 11I1 ，松ケ附十1il:， J'. fV~. 鴨
川及びI九剥川の.:m. vli f~ J又，船|湖1I・{>(7iIJI. (干1-'1 i・1j[， 1笠ケ|瑚)':多野.脱峨
Jj~lll 0':， k附x神，大 ElJI.桃山御陵十Iili.が挙げられていた
本701則1勲 rJ;t r.U都Ib，:hd}l J孔致地[ベに払いて Jr.U di公論 13巻7¥;'p. 11 -112昭和5"1' 
本71北村徳ム郎 (風致地Ixに説いて 1<Lq上l曲jと緑地1m題 所収 p. 130 -131 




灯3I則1，1勲 rJ;um r.U di計画j瓜致地区に就て 1r.U dJ公A第 13どきめ7¥} p.113昭和 5tr 
本74 ，l~J 場降. r ;t都とj瓜致に就いて ボ都刷工、第 1G制 p. [8-24 
本75U{干15 "1: J;~ XlI JH令第 6り風致地区別JliJ第 4条
本76J;tlm J{H J政文，ti1風致地区 昭和6"1ミ監Jll，* 守
本77qq.f机 1930年代における対観 ・都diAについての.IlbjJ.l1!念 (附和 57年度第 17 
111本部dJ，:I'lbj学会学術研究発点会品文!l p.436-437にも可1Ij'の‘;午IJ[11 Jo，I}の内詐
についての分析が記されている
本78.l弘樹附 .r J;t都と風致に就いて j;i都i対:;_，: if~ 1 o制 p.18-24 
本79ω111]ぇ rJ;t I:!i rh の都市環境とその改奇策に此L 、て ， 第~ (1全1都市問題総会〈東京 }
研究械~~，' D{和91ド
本80O({干15 if (14勢J1ft rli人口952，404人.内1I11iJ或人1 765， 142人
本81 1m di ，: Ii!bj J;(部地h差以会 以都府における!瓜放地|メ取締に机L、て h昭和 9年 第<1(u1 
全rqXs di(:l油会ぷ総会 研究報:'，' p.278 
ヰ8211'1' ，1人 1本の1'1然公l剖 附和 56~1 ~ p.222-223 
本83，'， ~ 1 l;~ 人以仰の抑diu 1I耐に就いて p. 58-p. 59 I({ fl o "¥
本84 1" ・b 川 ~;t' J;t r.s I bのr.1ldJJ殻境とその改丹浪に札いて 品川1令1'.XIl dil:l組総会 (.!4u;t)
6Jf i'e刊行 Hf{干19 il. p.24 
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必...._
本85，:':j 1 J;~' ，iHtHtF p. 3~ 
本86j;(都府1.+:m 風致地t(にまμ、て EH初日 1，:.p. 13
kJlìt品iJtは多般に ':L るのでありますが.それと 共に 1~ :~ñl!!.没の早世をなすものは実に
IÏ 然の風践でありまして.;止を{~(子するニ とは特にわが，;(r.uの抵抗作1)411'.肢も緊要なる
・J~ であります門 p. 32 
1瓜放維持は'1.に・部j致il.t人の|史.'i的， {H判的制)r.のための現状問怖とは令然反対であ
りまして.令公共の現実生活の1.I+1 NI進こそ I~I' ・ の tU~i.. 11 的なのであります口 特に京都
の制光・wtの .:mとして岐も深刻に;:"}，舷さるべさIBl!Lf!でありまして・
本87r J;tft'lil!Jの胤致保イflm題 都dilBj地 1I{1fIl2q:1 ())J p.139 
本8 J;tXIII tJTUa 1I{1干U2 1二6)JI1I1 
本89dj街地住築物iのx観地[ズにi則する{也の条文は以ドの泊りである





J t.ノ lベ域内ノ建築物ノ I~~ サ.軒r~:JXハ外明ノ材料及 i:色ヲ指定スルコトヲ符
第139条 地}i長行ハHU-=.条ノJ丹市Xハ指定ニシテft，~~ナリト i辺ムル*rJiニ|則ンテハ γ
務火山の，:;lfnJヲ受クベシ
本90.lt村徳Aal5r J瓜致地区に就t、て II~ j'，.;li11と斜地I:U:&Jp. 129 
本91越iWリj 点以の剖)Ili ，; I 1J !1~ 1 I';i: 、f'JX; 1 1 
本92 ~l~川鵬心 岐i毒されたる市・都とH.の復興 住築と ~I 会 大IFI2"1=10Jj¥;，佐藤功
加，[Jの史観に就て il築と社会 大112"1 12)-1り
本93()ト*-子ll'1rli及ひ地域足観保全事IJJ tの}正 I;~ 過仏!と l;t Ml思 i~J に i則する研究 J p. 29 1978 
会1<: 1坂 ~j~:郎，副会長 本多静六他ず;， JlliJ ~ 1 ()r;， '，:i~'訪問中 ・1 名
本94Jl.i.t:q;¥司1:k ，J也岐;え観のid'u叫に|刻する研究 p，85他 1970 
本95足.ii'，;c 1人 uiJ掲l't p.88 
牢刈96都f市1打f，J:川|十iド向Ifl由刈fI何l時， !胤4以L 3以J~ 地/んJ 委 iμi 会 3点反dぷ{に舵ける郁1市f"tバ川'J山，1
抑 I市lì川川f川印|ド問!日川lJ~組a 会:議義総会 研究報告p.427 
牢97~c;~.脇柿他紙 ・現代建業用 JE録 p. 203 昭和53"g
本98 I~・5111J;:・r~;(XIl ltiの都 dJ 環境とその改丹策に就いて i 第 ・1 11全It1l/sdi問題総会(東京J
研究報公 RN 干119~1: p.28 
本9 J;t仰di役川 ，J;UiIl r!J I政史 Jp.723--724 II(H1I161  
川0 J;rXI! 1)役所 lij船内 p. 669 
判o1 ftsd ji;J-lhf地)j安H会職U * Jt . NI 1，.~川 ， r拡. I~P 1凶12，愛知， : ir~. 自主日1.，J;{都2，
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大阪 3. r( N~ 1也ん n ifì体肱 l~ 点 !~ i t 摘 7!~ . ，;t li !(.J ' ，;t r.li ，1. r'lJ I， 側鮮総HJ白.
大辿 大学そのi也 .!~u.~， kJfrh長.Il光協会
判02 H 本U! ml品公立mと社会開干1115~1' 5JJI;. &1I!l， ~ 
判03f.Ji 1， Hよ (火阪市/iI)1 fj部建設課長) 削 ， h 丈~悠 il君主とH会 u:nIl151t: o H ~; 
p.27 
本 10・~ J;t!Jj; di史悩さん1fTr ，1政史料 1，1 ボ都，b総介.:I'lbjの変選史 " .制 ~ p. 39~50 
川05J;( li di ~~ ~H妨 J.J r J;i都市会史 p. 250， J;Um~fi 1B u{和5711 ~ 8 n 1711 i・J'r 雌|刑事業のこ
ろ
川06，;t r.l1 rldl!.& I，J小史 旭次行政のあゆみ p. 255 
川07 J;~ lfIi ，1会・J.務)，J ，;t Jm rli会史 p.235-238 
判08参Jj 第 l条 この 1111t は ~;t 都 rlJ が 11ト叫 において. Iリlびなj品先と僚史的，文化('J.
x. I'f.J (IJに，[.裂な地仰をイiーすることにかんかみて. 1際文化の向上を凶り Ilt界恒久平手1
のJ11:tl.lの法成に資するとともに.文化観光資i/，S!の維持IJIJ先此ひ文化観光施設の整
部jiによってわかI~ の経済復興に寄与するため， l'iJ 1 をIq際文化観光都市として建設す
ることを"1的とする
川09このU1則. ，日i述のJム品.長崎のほか別府.伊東.熱j(，}，械HE. ドI1J '・松i[. ;'i Ji.松
1，村)1・iJ{でも特別法が施行された
判10J;UiI m~制さんJ~f ， J;t都di総合一I，bjの変造史 JI二制p.65 
判1 J;( liI 1.際文化観光m>dí住戊審議会ill~支部会資料 H 対 ( 1IIHII261r)
判12，;t r.J1 rlJ 介11L幹 夫副地以調査報告l't p.154，p.169 1I({fu391:7)j 
本113J;dHl 的li，1 ，1・11ぷ資料風致の維持附平12817)J より
本141I({fIl251  3)J 181開催の都，H，it ~llj 点部地ん委 .d 会ぷ・J.鉱によれば.戦争中の山林伐訴
IllImト10llf~" ij没後は年に 150IDr~:;の伐採か銑 L 、ているとパう
判15以倒的都市:ili1klぷ資料 j且致の維持 IN平128il'.7J より
判 16 この特別l 地 Ix は附干1I ~511' の示都，11 風主主地Ix 条例の制定まで作絞した
判17J;t li di liI ，1 ，; I'I[T J，J ，; 1・向誕地域係i三 (i取松樹 IJ~i 都 rliの抑，1i.:1'Ilhj J;t都dJ統J情報
1961 1) Jりp.8 
本118京都市風説地1>0見JlIJ(昭和311: 1 1 J J 11 胤lIiJ第66り〉
本119D{{f1l32 W 761 fト昭和371ド 1 153 {'I:， O{{ 和 4311 ~ 178・1件以都市資料
判20 r '，':i世的な行政ではますいのでj民放相談宇というものをj民投球の'11にこしらえて迎に
2 )正. 2 人の先生にお膨れ、し.ぬ L される人の +I1 i;~にの勺ているわけである 日{1
fl38 q・あ61"I!1i.t放帯品会における今川"Ii，h .;1"1，川氏のた.，
判21 '1 1 山 ì'~ )瓜主主地|メの現状 公|剖緑地~ 1966 vo127 no. 3.4 p.78 
川22J;t liI )(J Ji合 以倒的品会史 (Br{f1201-301:) p.176-180 
判23J;t拙rlJilぷ).J小史 il，&行政のあゆみ p. 101， p. 1.12 
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*124 点J;tli1l史観地Ix.:条例 (案) 指呼~it 'Ihj Jr. U{ f12 8 1: 12J:J 1 4 1 
川25大阪rh総合.;1・l出j'，J • il ~ /;J 大阪，hにおける X:ML地[;札制のあり jjについて 1974. 10 
はじめにより
判26 J;(都('1際え化観光都市住~!ì，;Ii判定制地lく条例 Ci:)}抗 I;欠本 昭和33年2H151l 
H 
判27J;t1I1I，h-史制さん所 ，点都市総介，;1・両の変造史 lド制 p.l . 
本128J;um di史tJ，iさん所 点都di総合1ftLlhJーの変i謡史 lド制 p. 13 
本129J;( r.J1 ddHl ，1 ，;1 IJlj '，d都di泣観部都市;;:制ぷ似{長資料
判30JfI1 dJ及品先行1I会資料 美資10 I{和36"1 7 J:J 1 JjLイl
料31;Ufs，1I会議'11-録 上 p.825ド段 ( I{和351ト)
判32);(抑，1都，b，[ 1-lhj J.ij ，; l' 1剖よ東 京都市の"IidJ;卜Ilh;1 -J;t Jis 'b統計的報 I{和36年1) Jリ





る lと心している 建築雑除去、 昭如33il ~ 1 J Jり
判34この時JtlJ. luJ依のJZえ方が昭和361:12 J Jに点抑 r!J 合 I'''I~が先行した rIJ際文化観光都
rhの命題の，GE味 という小 II~ (-のrflてもみ切されている p.40-(3)点都らしさの保
有j)法 デザイン ・ポリシー
判35抑，1夫調合部会資料 :s資28 D{i和37W12)J1911十j
判36 (JI.Htl法人)現境文化研究所 l環境文化釦50:; 附史的IJ、IPみの総点検 ( If{不n5611'
3)J党h)I~r収の座談会 地方行政と町、ifみ・ IJづくり における大同闘太郎氏(判
時以抑，1:lirf1 /，J風致課長)の発(.}' p. 198 
判37なお. [I，J U. ， Jgに点都で開催された f第10 [1U " t.'s dJ・学会大会 (B{{和381rc_5JJ18~ 19 
1 )でぶ都rli合両主幹布袋点、ド氏は I);C都diのI.t.l境保{r.と新しい建造物との調和につ
いて a と題して発表を行っている この'11で氏は"環境保ιiメ域と美観造成区域を
lリj町にする"とし.美観地Iベ設定を惣定したJ命を /.1~VijしてLる 環境保存{ベ岐につい
ては"保(lを i:とするlベ域はイ凶の脱制をつよめ.このい域については同家的見地か
勺，これまでィ、 uJ能制された補償または 11 い取り~，IJ山手も取り入れるべきた"と辿べ.
後のl'i!Jil rl、を思わせる提案をhっている
判38J;t郁dl会事務}IJ J;f都市議会!と p.460 
判39川!日対!}人 工;制地IX:をめぐる"白問題 J;i仰の均介 (1:(.制地似品介とまちづくり構;tlO
il宅島矧J Bf{干1451f10Jlリ p. 704 
判40J;t 都，!J役ド~r J;( 都都市日I-u由i慨~ 1I{fU) ~ 11 ~ tIJ j p. :32 
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叫41 fJrH!~ 196.1 4JJ ~J なお.応大阿山研究本は 奈良，;firhj (-~fT il築 1965 10 
)}け }も1t.ムしてレる
判42 fJr 也容~ 1967 7)Pj 
川43 J;~ f.li.1 r ';l都市長則問先，.1'1曲i主
川.)4 J;l r.ti ，Ii ，;I-lhj J"j ，;t m> ，b r.ti，Ij軸，jl-u曲j研究秘仏内
功:1 ，15制1Ufr UH 1991 5 J j 16111・Jけ
:j: 146 IJ 1 
川，171 fli佳境 1961 3Jj~; 
ホ1，18f)ト*干 fli rli J::えび地域lj:在l.1足令;"IJ伎のJ(1;] j品f'，'と;:I制。'!.i*Jに|則する研究 197811'2)J 
;;t ' ~JJ.，~i首下 その 1: ~;~ liBタワー論争 p. 63--85 
本1，19h'j Jj(.1¥.1'1. 3 0 1[:のIlJを経たノト. ~;t miタワーはエッフ ιル併になり似たか!? ねっ
とわーく )Iir.ti1993 IJj~} p.17--34 
判50 ~;t li出会・j付加I，J ，-j(都rh議会史 Jp. 466 -467 
什51Jit r.li ，lj~': 'J.th 1，-J ' ，j(都rti.!会史 Jp.464-466 
判52I向山タ1I'. Y.í~，と的と rliのは存と開発 点加を'11心として
が.ili動 1971p.61 
叶53点目1;rlr文化似克J，J 名勝些ケ問 現地税仙・J.'%:; W ~';-i' p.3 
判5，1点都市会:J正妨J. J~l 都 rlJ;薬会史 p.469--470 
叶55 lI {ffll ， 1111 ~ 3 )j 8 I J ll~ 会決算委u 会ふ鉱第 7 ¥; p. 9 --15 
判56，;t XU rlJ ~~:J t 妨 I，J ，示都，tJ議会史 p.474 
本157 IIrHlll l 11 ~ 2)"] 25 1 1司会挫戊委H会.J(s-Hfi(j ¥; p. 1 1 -14
判58J;t Xl1 rld.!!.&J，J il.&行政のあ ゆみ I{平1581 P. 115 
川59I':J山北 二I1 Lf際文化観 光都rliJ;t Xli における ill.& と 1~ イf の 刈作
(1965) IJP;→ P.81 







i J J!f史的風 1'.事議会 昭和45fド3)J 
本162，;tr.Urlj公*妨I，J，jt liIi rli議会史 p.499--500 
判63 H{{ 干II.l I11 ~2 n ，;tm> rli IiU ，tUlilblぷ作成 f正史的胤 1'.は作lメ域 指定泌lり1，件、この五:ては
-x峨!礼11.仰 .，Ux"fj.申立l!." 人以. *11. ~側. t I の 71メ J!~ となっていた tEケ聞は
合まれていなL、c li'J 1の附干140 -I ~ 7 J-jのr本(村正史的j此1:I~ { 1バJ'Ht-rJE，北京)では怯ケ
|湖|メ域を合んでいるが. fI.:Iメ 域は{IA+IU止な 4 ていない
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:1164也B茂首都rhω総務n1:L 'f崎147敏 ，1 liIi i京{rに!りする，;(iI:lJ !u 公l剖結地昭和14
1(1966) roI27.no.3.4 p.9 
判65 ~i~ 史的風 u足 {rlx_J去の指定京にl則する忠;見について t(1誌 ntfl41 il:I)J 81J 
判66it 2 0 liJI点都市風致審議会議事録 p.2 
牢 167 第 IIIIJI~ 史的風 1.審議会誌が鉱 (町向44il'， 1 0 J2 U UlHIO p. 33--3~ 
判68料23:t;.!(. 
制69しかし.、'iuJ也必ずiの本fとしては .J ').:1rJから、Y院にJm:fit ，:真tLした 1'.地をI'fびI'H1で
nい J'.けることに対する反発もあ勺たようである 正た I tU1;ケ I;{，!が ~J・必に包まれた
人に，~~ï度され.それに|刊行がI弘行されるとしたら，1 ，打Ijf~~{nl:とはねI，Jのところ
L'~ l~のまじめな文化財布.yiの刷 L 、に悦#してい 11止をいli: 1こ u前打する道!!だと非難され
るかもしれない と論ずる学，識rもいた 1向山守1 ，'1 liIi I~{i .rli，lij (1966 if，冷文)
地域担IIU~命 J Iリi収p.529 --530 
判70 昭和 4211~ 2 )j 11 第1041nJ JIi抑制rli.il1hij也H軍説会以下n
判71第5111Ht史的Ji¥1'.寄議会議・IC録 (D:i和42il:5JJ 2911 VI11lD p. G --7. なお.この弘前につ
いては往々rumdd，J総務課長 野崎i，'j敏 1， liIi f~ 釘に|泊する，:nIHJ lli.i 公同u地
n({干1.1( 1966) ¥'0127.00.3.4 p.12--13に，;1:述されている
判 72 第 51L'I断史的風上審議会議 ，'J~録 ( 8{{ fll~2il~5 ) J 29111J1l flU p. 9 -1 0 
判73UNt1l41:.3JJ311J 第 112同点都郎 rlï:汁 IllJj地ん・審議会ぷ~jfH
判 74 人)Il~ b.lt 殺吋it~jUl~如JI，J第 ，1剖!1 ) r ，1， lI1i f~~ (d1~JrJ!I~ 品 ， I制j¥:;第 O¥;- p.50 
料75，;t都府4会 Jl都市品会史(U{干1201:--301:) p.I7'6--180 
判76il投riliU dJ J，J総務ぷk 野崎jf敏 ，'i li似作に|則する市IlJ:fi 
1(1966) vo127. no. 3.4 p.9 
公|点|緑地 I{干14
判i7).¥ 1 h9 A郎 防そ史的Jit".のi米ι 都rfiに官I^-P!を lli 築~f[，WIIrnll48年1)]¥; p.47 
北ひp.46
判78内山タ1I~. f ~王史都 rli・の保存・と!泊先 )ji r.liを'1心として
{i辺助 :1971 19i収 p. 65 
判79也J2行部rliI，J総務認長 野崎山敏 ，Ij li保釘に|叫するJr.IHJ:W 
(1966> ¥'0127. no. 3.4 p.10 
文化泣応;の危機と 1~
公同紋i也 HH 干1I ~1
判 80 第 111 1111伍史的風1.:審議会議・J~U ( D{HII~4~1二 10J j 211)IJ HK> p. 3J.えびp.6 
叫81J;t lis ，h ，:1Ilhj J. 1 ホト防人 J;t却，hにおける.-'， r.1i1~ {i lJi業の現状と~題 都rli，ili，hj 

























































































































































































1< 1-1 -1 " '1~ Itf史文化名城都rh-覧
62却S，ti 
Jt ;( Jß:~~ 大[u1
iv J;{ .il:州 掛州
fjL州 品目興 泉州





































































































と伺S，Ii ri 1-phj J.3長叩の I~U級幹部には封絡できな
い )J~ にな っ ている 。 このコ ー スについて同際
辿合地域開発センター (名山iM)に協)J依頼
あり， 1992~こ より抑帥派.iI1が始まっている 。
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2{1~には r J悦史名減保讃規副 j の作成に右手し.
何年IN務院より rJ悟史文化名域都市jの指定
を受けている本17。



















































凶221伝統内合院. ，^J IliJと尚肘ピルのスケール比較-il!築学報198812P，:39 ~H誌 r ~t庇























ア ， ，¥':i X1.ill換がIJ能な地域の範聞が人;きす
Jfる。 -111城のが'j1 /:~が45m地!X，. :mmと
45m地収で約2(3)








































































市光 ~i r~" 制北京|日減収脱創幾点体会」
(北;t規制姥築1988 2JJ IJ・p.16.7)
一一 一一~


































































































阿2.5 ・ 1 幼児相同における"新四合院~ {l;宅の試み 矢良部「北京!日城}rl}t i:民的整治途経j





!I =1 1" 
理盟島f融畳立1















"iと内:t("jは交圧に fJ;UiU '州安部rfj，1'11; ~ど
流問Jを派.iiiしあい.五(伺I;fj lil rti.n phj);，)と阿





























































咋を，t，I1"(ーする ~U L城 が11~がっている。西
I'~j :ilには文革後の19771ドザiから整備が始まっ














他のrrJj:がJ肝イE し I判凶剖lは特に IIÎ~ 、市街地
が広がっている門
Ixl3 2 I防長女城の範附と現代の丙安 中IJij歴史文化名城双占 凶安 p.40 



































































その節 lは r'.fj，l，両ji- :線， 卜八個点j








































































7 IH. *I?i郊外 :環路まで尚さ64m
大臨時.小眠時. ，Jl' iH!与とその}品、il1
-238-


















































7 絶対保護臥 文化財の敷地内など。厳格 の距離によって順に9，12， 15， 18， 22mのIq
な保護と修訟を行う。 さ制限臥域を決める。各区域の幅は東内の域
























竹笹市を加えてJf4つをゆ'HI'tl.J代の風貌保護 ( 1 )歴史的市街地対観の現状
lメ.に，gtki:している。 1.景観の概況
7 北院門は明治時代の商業桂Iで.周辺には 現在の内!，(城は延長約12km(点.阿峨はと
鈍接.鼓慢.r.'[a寺.域，;¥廟などの，IJ'建 もに2.6km.Jt壁33km. 南壁3.4km) の掛~の
-240 
..._ー









がはがれていたが1984~1 より船まった't':'l( . 


































































1 !J75 I 1 !JHO I 1987 ' 1 !)8!) 2000 ( J h'lrj) 
I I + +-
:32 . 1 I :37. 1 I 37. 7 ; :38・51 <30.0 





































































































l刈:ト・I2 Jt院刊iJIi! U!伏|司 郎 dïl先制 ~11，hJ61 ~会{大 1'4 凶太郎.京市ら) ~JI究報子I I't ~ '11 
1.1・内官rljにおける部1fjむ::tJlの形成政ぴ活導にl則する I11JI~ fLil耐究JP. lOi 
(" I I 
・ a・ ・ ' ‘・.







































































令 4 ー ・L
rf~'ち l 住宅























縦思街3:~\t _.c J l.~~.i 4住宅 治



































































































日ι111111間口医行!の有無 |平 面 形 式|川|居住者量11ぺIUII則/人
ハ 占 1 11411210 1‘進院式円合院 1 3 11 0 1 91.5 1 !). 2 





一 一ー25 。-進院式 i合|綻
- _.--
8 1 20 。-進島:e式 i合|呪
32 × 二進院式間合|説
47 。:進院式四合|涜
一 一 一28 。ー進院式間合院 11 7 
46 。二進院式問合|涜 1 0 129 
1 9 。 進ー院式三合|抗 4 
2 1 。-進院式阿合i民 2 
1 7 。 a進院式 ミ合|院 2 
5 1 20 × 伝統隊式以外
23 。-進院式内合l院 1 6 
-進院式円合院 1 3 
日進院式内合l涜 1 3 
5 22 侍 十進院μ 合院 1 1 
8 54 1 0 1:進院式内合院 1 3 
進ー院式内合院 1 4 1) 2 
ミ進院式四合院 54 
47 1 2 318 
34 0 二進院式四合院 20 243.8 12.2 
47 0 二進院式四合院 1 5 289 19.3 
之進院式円合院 60 429.9 7.2 
一て進院式四合院 33 361.5 11.0 
二進院式内合院 25 273. ) 10.9 
伝統織式以外 9 165.5 18.4 
進ー院式四合院
43 。二進院式内合院 8 45 257.5 5.7 
30 。 a進院式 -:fì~之 5 30 135 4.5 
， 。
s進院式 三合院 3 9 56 6.2 」一 . 一一一一ー
8 1 22 × '進院式三合院 2 1 3 68 5.2 ー.
24 × -進院式 f合院 7 1 9 106 5.6 
174 660 6617.6 
一一一』一一 一一『
11. 2 I 31.1 :H 4.8 18.3 189.1 10.3 












































































82~233rrf / J iと'11[kJでは大型{の住Jjである。
工費は中同式の似品・村.2佐併用構造の場合は
650元/rr!詫度であるが. 1]本側が提案してい
るRC造とした場合は150'"200 Ji; / rfの刷柏
となるという。



























































阿3-5-3 徳栴荏連続、I. l削除~ (一部) -ri] 1.:。
内例
~"('~~一一 14VL J 「八 、「一一._ L _f 
一~γーーー一 。L弘rr--=~ 以r-



























5 1 O I動


































































する1tf~相1diで. 1982{t~ ， IN務院より fl妖史























































































































:~~地':I~- 向さ 9m以下に mlj限。新しいi1!物
は様式.脱岐.色彩等を文化財
建物と調和させる。
































































































注: I額制抑制措 ーー 辿築不能 時建設捌附--，':.1さ18m以ド
l脱却制措一一 、lι届建てのみ 脱訓緑地 -.rli11j斜地


















































































































































鉄塔，繁椛以外の北宋の迫~Itは地下 6m'" 9 
mfこあり.調査を待っている。
C.市城風貌漉郁



































































1。相国寺民俗保護t( Iちは自由路. ~t は
内大街.西は中1路.点は勃鈎街・書庖街を
境ゲfとする区域で. 3つの尚業街(馬道街.


































































































































































































開封，1;の~I・ ~lri は. この「消明上河凶jの風
htを川城内の北阿部，制。公開の西部で阿城
憎までの池i('i地で災物入;で彼泊しようとする





MI羽J n身1~{ ~~ s.Jの民観を I正確に錨写したも
のではなく.ひとつの風俗画として表したも
のであるから.その「復JeJとはいったL、(IJ












第6節 1:_ iIlt 
O 1 1.1，止の慨事
























工業小産舶は全l司の19. IJ~ 家財政収入の 1 6 




















|刈61 1 1二iutdJ dil.或|ヌ| 大阪市、Z大学経済研
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~以械愛川Jし r Illll~ 
の城~郎巾 1 p.208より













































































































































凶7・2-1 ~~州 tfij 代域 fl~. -16)済
人 tJ域di刷直IJ教研常損 「中
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を59に分け (ComunityPlanning District) I 
それぞれ住民で組織する地域委員会(Comuni 
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¥0， 141j 89 済
















































































































































































































































































































fdij {l(i も r~":jく，ここに住むことはステイタス・
シンボルとなっている。









































































































































































































































































































































































































































































































保全. 1fi1i 1I J を巧みに l当ってきた~J~。
*総合的に事業効-*を従え. 一般市民の*
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であるとし.Al境行.Engl i sh Hcr i tagc.企
業. トラスト.例人浮からJk金が集まった。































ルイ 16t!その時代の 1784"1~ には前(I'ìí 尚 JJi制限制
度も設けられた判12。これらの規制によりパ
リの姥物の前凶iがili~こ沿って揃い.かつ建物
















































































































働.x- rn民肘が支持する JI~兜勢 )JtJ-{各地に1t
新白治体を急対1させ. '"央政府と対"f.的な地









































































































































牢122。この 'J~y::は別伐でも，U長く続けられて 保全， IJ 1ニと深く凶わる呪要事として.そし
おり.少しずつ限史的民間がIr!1復されるとr，-ij てまちづくりそのものとして仏1むに取り組ま
1.]に良好な住宅地としてよみがえりつつある。 れている。





































































本11991 {fミに研究*:!rj'f r'川同・同宣:di における伺~，Ij以観の形成比び誘導にi到する 1rJ I Jt.: I.iJ 
研究J，統L、て19B2{I:に研究経過制的必 r "1 1!1 .川山市における雌史的'1'心地域の保
存と再生にi到する日中共同研究Jをまとめている。
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*4 r，~ 1: p. H~7 
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p.l0 1983 2)J 
本 16 何倹立(北京t!i城市規剖設計研究院院~) r北京市歴史城，ti保護洞l現代化発展Jp.4 
(歴史城市的保温与現代化発展北ボ!!<l際学術討論会会議論文 '90 ) 





会近畿立部研究倒的集 P .437) 






本26宍良箪 rJt;j(IU城川{i"T<的整治途径Jp. 1 (}修史城市的保護与胤代化発展北京国際学
術討論会会議論文 '90 ) 
本27牢6p.6 
本2H木津雅代「伝統的部I!ifi:宅の現代化ー北山I!iJ一横浜市編 むRBAN DESIGN REPORT 
1992 P.47 
牢29牢14 p.2--参Jl日
本:iO花代以後. '(f ~ b<.であった出城部分が修築されて新城となった。府民交城の1116の凶i
訂iの小城であった。
牢:31 内安 rfj 城I!i脱出j設計研究院規劃 '.~t r州安rfi1日城区控制性詳細脱IJ説明治j
本:i2愛宕 J(; r "'11の城邦都市Jp. 189 
本:s(}I雌道治 r'1'1川村会の成立Jp.48 
本:i4消防rtl城郷ij!1& J，J .文物凶林J，Ji裕似j修史文:化名城保護脱JJ1J)，~舵資料 J p.34"-'p.46.愛
不{J己iq'l!llの減却抑Ir li J p. 9"-' 1 1 
時5愛宕Jl;r qq刊の域判部rfjJp.1l5
牢36 ヒヤリングは 19~n{1ミ 1J 5 [1洛陽市にてItiJrli 1:地行理規劃品川長 '1: f(]郎氏.同局総c
fl師 今:1時思氏らに行った。
本37栴陽r!J í 消防}綬史文化~，城保護規剖，説明 ~r}J 1988. 格陽rfi城郷土J!投)，J.文物園林局
「消防歴史文化名城保護脱却基礎資料J.治陥rti1:地管理脱却)，J.文物倒林局・旅掛川





本 42 ヒヤリングは 199:3 1，1~ 1 )J 3日に開封，ti域郷il，没Mで行った。出席・は開封市城郷建設局
局長 -til科氏. I，.J I訓対長 米当(J氏. UM.TJ市規劃測量設計院副院長 謝謄民氏ほか
文物M担、当おら 6人。
本43開封市人民政府 「開封歴史文化名城保遺脱剖J1986 4. i開封在別代化進程中的建設
与保護問題ぷ組制~ .開封市区地凶等
牢44開封市人民政府「開封j惟史文化名減保護脱却J1986 4 p.1 




寧46伊原弘 irl' r埼"，I世都市紀行Jp.86 
本47アンドリュ ー・ボイド持田中淡沢 I"， 1刊のil築と都市Jp.57"'58。また.伊原弘 iqJ 
同中世都rlj紀行JP .125等に洋しく制介されている。
本48大阪市立大学経済研究所編 iI世界のよ都rli2 1:海Jp.27 
本49The Comprchcnslvc Plan of SHANGHAl by Bureau of SHANGHAl Urban Planning and 
Building Admlnlstration p.16 
本50謂縦波ら 201lt紀前半中凶上海のil築規制にみられる r'ItN.t脱定についてJ61 1，1 ~ 
度建築学会近畿立部研究報告集P.610。また人坪明 í .上海のW;l~住宅 '11#住宅J'88 
9月 H 1 R 0 B A P . 30'" 34に詳しい。
本51大阪市立大学経済研究所編「世持の大都rh2 上海Jp.286 
本52挑金祥ら制 r~戸剣風情 J p.331 
本53向上 p.345 
本54大阪市立大学経済研究所編「世界の人部rh2 上海Jp. 270--及び亦崎弘、l~ i中|可・ 1:






和55年9)J p. 1421 
本587r:t~川 l白樹「守る伝統から創る伝統へ 脈史t依存を通してみたアメリカ建築史J 手刊
カラム No.95 P.58 ( 1984 12) 
本59黒川直樹「ジェームズタウンとウィリアムスパーグ J 近代辿集]973 l)Jサ p.82"-'83
本60矢作弘「町並み保存運動 in U.S.AJ 1989 p.21.，22 
牢61木原啓占 fナショナルトラスト J1984 p.96 
本62矢作弘前倒.'f p.163.，165他
本63 ジョナサン・パーネット~.六脱 1E 治，~( iアーパン・デザインの予法J1977 P .84 
本64横浜市制 rURBANDESIGN REPORTJ 1992 p.20 
本65朝日新聞社制 i_:都物語J1983 p.185.，186 
牢66Kenneth Halpcrn "Downtown USA"1978 p.162 
本67Bank of Amcricaのピルは現在でもサンフランシスコでも っとも向いピルの 4 つであ
る。
本68Kcnneth Halpcrn "Downtown USA"1978 p.181 
本69太野輝之「サンフランシスコの選択 し1:)J一都市問題198!JI，I・l)JU p.77 
宇 311-
本70矢作弘/大野師之 rFI本の都市は救えるかJ1990 p. 10'"'" 20 
牢71大野事Il之 「サンフランシスコの選択{ド)J -r.Ulfi IIIJ 題 19H9~1~2n~} p.7i 
本72矢作弘/入:野町之 「日本の都市は救えるかJ1 ~190 p. 25，大野郎之/レイコ・ハベ・ヱ
パ ンス rr，u ，1i開発を弔える jlY92 p.37'""'40 
本n大野師之/ レイコ・ハベ・エパンス 「都市開発をJうえる J1!J92 p.216。リンケージ制
度のlL体例については.佐々木品:rアメリカの住宅. 1lI~ "1政策J] 988 p. 175"-' 1可
にJ下し L、。
本7"ポストンについては fボストンj一東氏"1政凋究会 r'lltWの大都市制度J8902所
収， rボストンrli 都心部成長行珂lJj' jliについて J- "地域と経済 NO.141J 8906所
収， r 1.界の伺1r!iづくりに学ぶ ニューヨーク・ボストン都"i傑検隊報告」 ー 京都
"j1;在日研修所 I研修 JNO.82 所収 等にまとめている。
本75• THE CITY OF BOSTON -HISTORY，PLANNING，AND DEV~LOPMENT"1978 等を参照した。
牢76lHHO I， I ~. F.L.オルムステッドがボストン 1↑1公凶委凸会に提案した原案に基づいて作ら
れた。
牢77スチーブン・コイル(BRA局長一、当時) rボストン再開発公社 一INTERNATIONAL
FORUM"WATERFRONT 2001" (1991 1O)] 16'""'18 於 大阪)プログラム・論文集 P.98 










牢7!)B R A の阪史.業~l. 組織等については "A DECADE OF DEVELOPMENT IN BOSTON 
-Projcct 1968-78" 1979. "PACT BOOK -Boston Rcdcvclopment Authority"，1982， 
FY 1989 -BRA BRIEFING" ，1989等を参照した。
時oコー ルマンら，没.iI0 1968年完成
本81 "GOV~RNMENT CENTER BY BRA" 
本82プロセス・アーキテクチュア NO.97[デザインされた都"1:ボストン]p.72 
本83"CHARLESTOWN NAVY YARD" CITY OF BOSTON 1980 
メチープン・コイル(B R A J"j 長) rチャールズタウン・ネイピ一ヤードJ-lNTER-
NATIONAL FORUM "WATERFRONT 2001" (1991 10)J 16'"'18 於 大阪)プログラム・論文
-312-
~ P. ~)7'""'98 
事84"Harborpark -A Framc曹orkfor Planning DI~cussion" 1984，"Harborpark-INTERIM 
DESIGN STANDARDS FOR THE INNER HARBOR" 1984 
事85Massachusctts Departmcnt of Transportation他 rLoo祉ingat thc Ccntral Artcry 
/Tunnc 1 ， . . J.プロセス・アーキテクチュア NO.97[デザインされた都市:ボストン〕
本86Nathan Wcinbcrg "Prcscrvation in Amcrican Towns and Citics"1979 p.122 
本87"BEACON HILL ARCHITECTURAL HANDBOOK" by BHACON HILL CIVIC ASSOCIATION 
1975 P.4 
牢88Nathan Wcinbcrg "Prescrvation in Amcrlcan Towns and Clt1CS"1979 p.122~123 
本89"Boylston Strcct Zoning Study Interim Rcport" 19H5 p.W 2 
時oThc Boston Socicty 01 Architccts "Architccturc Boston" p.64他
本91"BACK BAY ARCHITECTURAL DISTRICT-Business Scctor Guidclincs" 






牢94矢作弘/大野抑之 日本の都mは救えるかーアメリカの「成長特珂u政策に学ぶJ 1 
990 p. 3~) 
本95"Lin包agcBctwccn Downtown Developmcnt and Ncighborhood Housing" 1983 10 
*96 "DOWN TOWN GUIDELINES -Growth policics 10r Central Boston 1985-1995" 
本97"A PLAN TO MANAGE GROWTH"1987 P.12 
本98"A PLAN TO MANAGE GROWTH"1987 P.14 
牢991:'6谷晶彦「アメリカの都市と都市成策J1993 P.33 
本100"PARCEL TO PARCEL LINKAGE PROJECT1 UPDATE"1988 
牢101"BREAKING NEW GROUND -BOSTON'S AFFORDABLE HOUSING INITIATIVES" 
牢102"DEVELOPMENT REVIEW PROCEDURES -BRA"1986 
牢103プロセス・アーキテクチュア NO.97[デザインされた都市:ボストン]p.79 
本104プロセス・アーキテクチュア NO.97[デザインされた都市:ポストン]p.75 p.75 
叫05関野克 r，諸外同の文化財保護の実状J- r文化財保誰の実務 (上)J p.592 
判06HMSO "CHESTER A STUDY IN CONSERVATION"1968他
判07English Hcritagc "GRANTS"1990 なお.川村和人「脈史を生かしたまちづくり J19 
93 p.57では保全地区は1990年ぶで7157地臥としている。
本108Dcpartmcnt of thc Envlronment "A GUIDE TO THE LEGISLATION ON THE LISTING OP 
-31:3 
HISTORIC BUILDINGS IN E~GLAND" MARCH 1990 
牢109持参照
判 10"Thc Architcctural Hcritagc Fund Annual Rcport 1989 1990"p.49他
判 11起述日!:人「地域政観の計阿に凶する研究JP .433 




判 15 :宅理・「泌外 事情 フランスJ-.UJ境文化 f歴史的町、世みのすべてJp.182 
判 16 日経アーキテクチュア 1978 2/6 p. !)O 
本117京国H史 「イタリア都市計画における決定と参加IJp.56 
判 18 飯間 IT{~ . 1+4i'部卒リIJr 阪史都 Iti 点都の~令・ Jlj.'Þ.のために J p. 174 
牢119[，0 1: p.177 
判 20Edizioni Alfa "BOLOGNA CENTRO STORICO" 1970など
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第 1.節 fι織に ¥'Lつ肢史都市 京都
近年.J;t都のf.sdn;l観の混乱や都Iliの魅)J
の減i品が各)jifljから指摘されている 京都は.
，1  fl) イメージのブランド価il'{もあ「て.
パフソレ粁怖の II.rJ9Jには小動産投資が~'1J し.
J;( lfilの地価はH'i:;地， Il~ .:t地とも全|司l. 2 
似をすFう卜'.}(本となっていた こうした状j兄


































/，.こそ. di 1¥:.ーH主!i， 1)政かtl肢を・つ

















修ぬ・似今 ・ ~ílJm していくプロセス と説明
している そしてまちづくりのi:体は地域の









































































































































開史的I!.f :の I~{{は r Ili都における歴史的





千ねらいとして. ;，: 1制度により厳しく L地

































併による かm ・ ~'iU伝統文化保存シンポジ

































































































その第 11;. rlWl地をとりま くn然的歴史



















150-20000引j主である伺rdilこ， Ifi Ili I~十両による
uI・容lfbさ，，;午待作M中い勺(;tいの控物が次々


























































































とえば -'1I，:'j 1，・Hll築物に|則する指導要綱 )， 
JtliHl'l:i也徒にl則するm碍指針 !のILijJ.eゃ









:t -ì :側の叫1 ・ 1~-X'1l日の交砂や対決となると汀う
ことである そして，その解決を求める過f'tl






















行え }jが強く.それをffl 進する ~r政施策に押





























はじまっているJ !.fi I ，fJ~第 2 市のJi.2 ト2 (P. 
98)に仰げたようなn・1的な まちづくり悲


































































lとされるζとだろう :1 rlil¥: t.体の;主観・まち
づくりは成熟した dî1~~I :会の成、Zを促すこと
にもなる
1: 1 治体はこのような IIìl~ 1:体の泉観・まち
づくりのJfl:jliについて.、''1I(I.徹底した情報
公1m:1，1) J立:の実施や法定 「都市川 l!hi の決定咋
にあた勺てのdi1(へのやliJの，品lりJ.協議，立
は瑚慌て宇を十分に行う必世:がある また，地





























は， l'f住民 i= t-..i¥;のい統とともにfl:民 I:f本の
まちづくり制度はすでに附 1'(.しており.イタ
りアにおける Jt! I又，;-r，~t.会 a，iJば，アメリカ
における1K段以による品川ivjピル会Ii-_や成長


































1\lIJ t!!J!x~ii 会の実験・J~l'l聞としてスター トした
か地域の人材.'Q #，t;¥ ?i ~をi，li川するため，
1982にイfH.t会社で司かっチャリティHI体という










の )Jを~"J~ していることは山 1 '1 さ れる
J;t Xli IliにおけるdfL¥.i:体のまちづくり制度
については市{í-が~rl吋した ボ加山都市再開





















~J ç例に学びなから JX/mの特性に/，Î:，、じた. .tH. 
な，h民 ì:体のまちづくり制度を 11~ ，'j-、 iこ儲;犯す
る必要がある
331m けiデザインボ業とdi民
市民主体のjjl令JL . まちづくりと閃辿して ir~
裂なのは.tI】此や，WIIJfiが多く!sい，却しむ
場所や胞ぷ. Iti民の身近な'1:.7，liの場て'あるm



































































































































































































なお. J;( {.I;においてもこ こ2-3 ~I:. 道路
舗うをや惜のデザイン写について民観luïて;W~














の j品)J も í!}て総合的な仰 rliデザイン)~.-þ.，tli曲j




3 ，1 ;L 1rJlhil涼の拡充とrlj民
( 1 )以出t!jによる;it制胞策拡充の検J;t







である。 r まちづくり事議会 l は近 ~rのが仰
のきわめて|付制iなまちづくりの諜也に対して
緊みに対応:むを険社するために日立附され. 、l'
Jlt311 1けれこ那 1t欠格1'を. 、l'成41[".4)Jにあ2
328 
吹 (~IIJを発点した この 2つの芥Ipは今後の
ぷ/illのまちづくりとj;:制対策について宅要な
jEafをしている
あ 2 は;;UI~行政fftil"Jの組織拡充である~ 19 







み 3 は • ;;~MlJ.~ .~ の例，没である 京都の





























































i;t l. fi i~( f'~ 全制I主 l は ifi内に点在する伝
抗的なIUf家や和Jft~築， ili {¥'1'下風建築.さら
には地政';Fゃ~1血Iι 大樹A3・地域のJi観 1"，のi1







}IJi -( r /'iやげjlJ1行への保全のためのt'lHJの・部








































































































































































































































































的，集中的に都 .h託制Jf~/&を似i ろうとするも うな以制純策の強化.充うたの必要性について
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本5伏見町並み通1，i' ~ J 町 \ì~み私たちのふるさと伏比 卜J凶作特!.tり 1993 1 
本6児玉善郎 H.l.( j:体のまちづくりに対するえwシステムの研究 IiIS dl .iI' U可論文集、0.28(1993日本部dlU 1・l商学会 P.53 
本7西村幸夫 }託史を'1:，か したまちづくり 1993 P.32 
本8小山善彦 人IU，!; 11:現境創造における介-J民主主加lのnJ能性 ・191





















































































































































1878 3 節6回京都博覧会で日本最初の軽気 2 府.山林保護及び火人取締りについて 12/1 内務省|人民所有山ニ火人及官林下 1 ・新品盟H1住宅鍛工
球 tがる。 布逮 草刈i等保護取計方j
明治1年 ・ この年車内広告始まる。 2/13府.再び f町並一間ヲ引退キ可建栴可解 6 J東京街路取締規則
J布達す。

























1884t6 フ£ノロサ入浴し ムギ宝物の潟 jlO 広告錫柑の附仰れる。
:伐をする。 I1/22府. r公有林保護令 制定





1882 10/9 );Ul!5商工会議所投 \'[:，~nI
明治15年 |













明治20年 | 人(1 264.559人
8 府.r公有山休保護波約模範 J 制定
8'5 円山公園開国

















東京官庁集中計画(べ Jクマン裟) 6 同ふ什.礼停常竣了
成る (グリーン)
造家学会設立







































































































































































































































久保大附 r IIAく史論 |




















耳 日比谷公園開設一日本初の洋風総合四条大橋中央にアーチ設位一点向きに 6 
山繁水明、西向きに抑制花紅の手と飾 公閥 I 8/18 It1 ，;([;(郵便品峻c( 









とする。 J ボストン尚さ制限ゾーニング開始 I . トニー ・ガルエエ
7/8 岡崎公闘開設
1主観・都市 JI・附関連の動き
























12 内務1i地}j)，}イiぷ r(11 
!.:4lisili 1刊行










年度) i 欧米風の新市街の実現を求める戸が 16/3民衆trl綾 1 (J. M 
12 五条~丸太町問の疏水堤防LのtU会t'-t 1 あがる。 1 ガーディナー)
道敷設について 「風致 kの型車由 lから 18 大阪府建築取締規則







月 ~J 'li t.sの体向とし
ての央銀沿を批判
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1924 211 J;(r.tHi'市博物館.点者宮市に下賜され 3/1 用途地域の第 -Iul指定一住民地域.商
る 業地減.工業地減. ..+ょ指定地の4区分 5/23財団法人同潤会設立
大lfl3年 7ハ メートル法尖B包 110 烏丸通他.受必，x.負制金反対運動始ま

































1 926 1/ 15 五{~"詳述事件起こる
大正15年
昭和Je年 1017 Jitlll5で第・[i1J紋織μ本il開催











































































10カ年計画で全Itit~道路舗強 ，C 'J~ を 3 同宝保存法制定(国宝指定を例入所
作物までに鉱太一文化財の問外流IH
~}j J1.を図る
始める-r同際観光書官"jの凶1[J ， 'J I 
7/25愛宕山鉄道，約沌ー愛訂山UlI鋼来線の | 
開通 1 
9/3 府上木部署~.J!l!~.害警察l'lll辿集r:込J~ 10 JI.[五(.空軍観Jj~~犠美観問届起こる



















紙同似.， ( {}IJI.[:，ιλ~ ) 
i除竹肘(j按)I~Nニ)










地区指定家を諮問-:1:として山地を対 1 11/25m~峻 J :
象 |
12/21第1図書事市計画京総地)j蚕凸会.瓜飲 12127郷市社両法施行令第16条を改正し | 
地区指定修正案を可決 平安神話f. ド .地以外受益.lfの費用負担を規定 | 
鴨神社.知積院.嵐山渡)J矯等を泊加l



















て謂査を開始 4/i 国立公措法公布 (iuii施行}
7/1 西院南部地区医両被理に内務火ifiより





10/14円山公闘.名勝に指定される | ・ アメリカ.チヤールストンで!歴史










































































































































7 ~届川.I!ll立反対運動起こる |・ JluXで第 11口J~畳間係市長協:a会開催
8/23市.良紀2600{1:記念として消沌. I 
嵐山を中心とし治両西山 ー殺に山獄公 16 満州向者~@ifl;司法
園建設をJ十Ilij
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1 942 ，2/1 衣料.切符制となる





























































? ? ? ?
1 長銀都市計画関連の動き |一著作
京 都 | 国地方/外国 | 調査等
17/18市内22カ所に防空空地を指定一都市 | 大ロンドン計画 16 丙山知三 f国民住居
疎開始まる I I 論致j
英国.都市農村計画法改正(建築物保
存制度の強化など)












昭和2J{f:I 1/ 13第・凶同民体育大会.京都を中心に 8 風致地灰規則復活
開催

















3 大文字山麓の光雲寺住職"背後の山林 3 白土計画審議会を設揖
五千坪を伐操ー進駐積司令官.知事に
監督不十分を指摘 5/3 地方自治法施行











































































2 京都御所御苑開園(国民公間) 5/24 阻~.J.Ii吻法.鐙築士法公ゐ
4/8 風致地反規則の全面改U.ー 特別地区の 15126 1司1:総合開発法公布
新設.現状回復命令の規程等 16 汀初値段法公命.旧軍港市転換法
4/15三条大橋架け轡え鰻[-16州槍の商繍 7 別府間際観光温泉文化都市建設法




8/8 東山.嵐山. 1~治川の風致地収内に特 8/10文化財保連法施行.文化財保逓蚕日
別風致地区を設ける-JII228ha 会発足
11 広沢池保勝会.風致復I[JJt[!l唱を進める

















































。9/1 Jtlt<'. ri! Tくできるi-剖秘される
10/13金閣守観光駐司工場開設
1l/25[司鉄t~~促進のため.府.市. 商工
同-地点/ 外国 | 調子t ~手
紙山同際温良文化都市建設法 i 






3/31五条.郷川放び御池.iI1iり鉱恥1・応完成 7/22 j(mt rfi :史観地区条例制定
6/30府風致審議会斜則でをる
6 市.美観両度地以 s世~~.lJt築作成












l 語録永.四条通りにネオン.m:m，設 4 住宅他殺10ヶ年計画成る































































































































































































































指定と条例案策定をめざす。この臼第 7 2持政. ドリ ームランド完成
l回会議。穿J2例 (6/17))，第3回
(7/19 ) 
6/1 市.屋外広告・物の祭1.物件の袋織を定 秋 近鉄， ¥1;.城宮跡内に検z巨IXU設を:1
める規則公布 I'IJ 
11/15金閣寺と仁和与を綜ぶ観光道路完工。 I









































I ~ 社同法人 ft'l!5叫会j発足 3 
3/19、ド滅下f跡の保存について衆議院で公
l絡会 3 






















開 38{f'-蜘 39{I' 
Iえ観 .，'$市計画関連の動き









































































































































































| 事業 |・ 英問ナショナル・トラスト.
4/2 京都市等で古郷保存連絡協議会結成 | ューン3十両を始める
1/12嵐山・高雄パークウェイ開通{市街か |・ 横浜市.都市美対策審議会を設恒
ら山肌見えないよう配慮) ・ パリ.マレ一地区が保護街~に指定
11/13四条大締高織改装完成 全国公募集を | される
元に設計したもの |・ ニューヨークでランドマーク~ι法
この年.風致地区;件可件数1485件 | 制定
















































































































































































































































































































































































































































91¥築つ!.会悦槻I.s I{干1491{'10) J 
近畿都t!i学会十129I昭和501f5) J 


















;n 1 ;1: I則的J9Jにおけるみほ比12抑!と保令施策の間余
・ I~JifìJ日lのが却のhli.l致;;;観行政に閲する歴史的研究








・'11;1のli'1r b'l;~制|均述胞策の現状と動lí'J トヨタJ!J凶調査報作占 平成 2年1月
第2飾北 J;t
・'11"1の拙rlHl:制|均.ill施策の別状と動1;') トヨタJ!JI.jl調査報fih13 、F成 2年1月
第3節州安 (本発点)
第4節 a守防 (木先)1:)
第5節 IHJ H (ぷ発点)
第6節 1. j(，j 















-京都rliの;d-矧行政のIJ昼間について il築雑，述 、O.1328 平成 4年 6J]
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